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令和5年度オープンキャンパスを対面形式で開催

北海道大学栄誉賞を横山　清氏に授与

札幌キャンパスを駆け抜ける－北海道マラソン2023－

現代日本学プログラム課程「ゲストレクチャー・ワーク
ショップシリーズ」を開催

経団連が「北海道プライムバイオコミュニティ」関連施設を視察

建築家・安藤忠雄講演会「可能性は自分でつくれ」を開催

北大フロンティア基金

アンビシャス特別助教「交流会」を開催

創成研究機構「ワクチン研究開発拠点研究発表会」を開催

第32回国立七大学安全衛生管理協議会を開催

アントレプレナーシップを学べるボードゲーム「チャレン
ジピッツァ」を「寺子屋プロジェクト」と協力して実施

職業体験イベント「Mama Lady Party 札幌　in ピエト
ラセレーナ」に出展

「三井アウトレットパーク札幌北広島×北海道大学　遊ん
で学ぼう！こどもSDGs ワークショップイベント」を実施

「スポーツ×アントレプレナーシップ教育」を留寿都村
・長沼町で開催

起業家教育プログラム「アントレクエスト 未来への好奇
心を育む」を開催

チュラロンコン大学・香港大学・北海道大学が共同でジョ
イントサマーキャンプを開催

北キャンパス屋外空間整備にかかるオープンハウスを開催

「留萌管内高等学校・北海道大学SDGs・ゼロカーボン
プロジェクト」プレワークショップを開催

「北海道大学×HBC　SDGs大学 in JTの森　積丹」を開催

「人文・社会科学系大学院生のステップキャリア形成 
Advanced COLA」を開催

「国民との科学・技術対話」支援事業 アカデミックファンタ
ジスタ 今年度は31名の研究者が参加

公共政策大学院が「持続可能な地域公共交通の構築に向け
て―市町村の役割に注目して」をテーマに「2023年度HOPS
地方議員・地方公務員向けサマースクール」を開催

総合博物館が学生企画ワークショップ「おえかきミュージアム」を開催

医学研究院 医療AI開発者養成プログラム及び北海道大学病院 医療AI
研究開発センターが「第2回北海道大学医療AIシンポジウム」を開催

北海道大学納骨堂慰霊式を挙行

歯学研究院で「若手研究者のための科研費申請書の書き
方セミナー」を開催

薬学部が「第24回生涯教育特別講座夏季講演会」を開催

薬学研究院が「第17回薬学研究院研究発表会」を開催

農学部・農学院とシンガポール国立大学間における「Joint Summer 
Programme in Japan and Singapore」～Agriculture as a domestic 
culture & industry in a new globalization era～を対面開催

農学院・農学研究院において「留学生見学旅行」を開催

令和5年度水産学部公開講座「海をまるごとサイエンス！」が終了

水産学部附属練習船「おしょろ丸」北極航海から帰港

附属図書館で Mendeleyオンライン講習会を開催

苫小牧研究林で森林炭素量を網羅的に調査するキャンペーン観測を実施

北方生物圏フィールド科学センターで「ひらめき☆とき
めきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～」「体験！
ベリー研究の最前線"君も育種家になろう！"」を開催

和歌山研究林で「親子木工教室」を開催

スラブ・ユーラシア研究センターがサマースクールを開催

吉﨑十七・原田正由旧蔵資料を大学文書館で受贈
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全学ニュース

令和5年度オープンキャンパスを対面形式で開催

■全学ニュース

　8月5日（土）～7日（月）までの3日
間、札幌・函館の両キャンパスにおい
て、オープンキャンパスを開催しまし
た。
　今年度は、6日（日）に小・中学生等
も参加可能な「自由参加プログラム」

を、5日（土）及び7日（月）に「高校
生限定プログラム」を実施しました。
　多数の高校生等が、学部等が企画し
た説明会、模擬講義・ゼミ、実習・実
験、見学会等の多彩なプログラムに参
加し、開催当日は保護者等も含め大勢

の参加者でキャンパスが賑わいまし
た。
　参加者にとっては、本学の学びを味
わう貴重な機会となりました。

（アドミッションセンター）

参加者で賑わう札幌キャンパス アドミッションセンター主催の講演会・説明会の様子
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全学ニュース

令和5年度オープンキャンパス 参加者数

自由申込
プログラム学部等名 高校生限定

プログラム 部局等別合計

614
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1,241
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1,424
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99

6,056

145

15,038
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174
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96
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29

493

344

133

36

161

59

24

2,198

552

183

436

383

1,132

91

306

220

496

1,080

178

399

316

382

75

43

37

15

240

99

6,056

121

12,840

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部医学科

医学部保健学科

歯学部

薬学部

工学部

農学部

獣医学部

水産学部

大学院環境科学院

附属図書館（本館・北図書館）

国際交流課

サステイナビリティ推進機構

大学院教育推進機構CoSTEP（旧 高等教育推進機構CoSTEP）

各種個別相談会（注1）、講演・説明会（注2）

大学文書館

総合博物館

北大キャンパスビジットプロジェクト

総合計

（注1）各種個別相談会の内訳
初年次教育・学部移行個別相談（教育推進課）、新渡戸カレッジ個別相談（新渡戸カレッジ）、学生生活個別相談
〔学生寮・奨学金等〕（学生支援課）、学生相談総合センターアクセシビリティ支援室個別相談、キャリアセンタ
ー就職個別相談（キャリア支援課）、入試個別相談（アドミッションセンター）

（注2）講演・説明会の内容
「北海道大学で学ぶということ」（アドミッションセンター）、「新渡戸カレッジへのいざない目指せ！北大発グ
ローバルリーダー」（新渡戸カレッジ）、「スカラシップアドバイザーによる日本学生支援機構奨学金説明会」
（学生支援課）

　8月1日（火）、工学研究院フロンティ
ア応用科学研究棟において、株式会
社アークス代表取締役社長である横
山　清氏に対する北海道大学栄誉賞授
与式が執り行われました。
　北海道大学栄誉賞は、本学を卒業
し、若しくは修了した者又は本学の職
員であった者のうち、学術、文化若し
くは、スポーツの分野又は社会活動に
おいて顕著な功績のあった者を表彰す
る制度です。これまでの受賞者は、プ
ロスキーヤーである三浦雄一郎氏、

JFEホールディングス株式会社名誉顧
問である數土文夫氏の2名のみであり、
横山氏は3人目の受賞者となります。
　横山氏は、昭和35年に水産学部を卒
業し、長年にわたり食品流通業に携わ
り、地域の食文化を守り、食料品等の
安定供給確保と生活向上に尽力すると
ともに、北海道経済の発展に多大な貢
献をしています。また、本学において
も、長きにわたり経営協議会委員、北
水同窓会の会長及び一般社団法人恵迪
寮同窓会理事長等を務められ、本学の

発展に多大なご尽力をいただいてい
ます。
　授与式では、寳金清博総長から横山
氏に栄誉賞（楯）の授与と記念品が贈
呈され、引き続き、横山氏による「流
通革命とスーパーマーケット」と題し
た講演が行われ、100名を超える出席
者は熱心に聴講しました。

（総務企画部総務課）

北海道大学栄誉賞を横山　清氏に授与

左から横山氏、寳金総長
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全学ニュース

　8月27日（日）、北海道マラソン2023
が開催され、変わりやすい天気の中
で、国内外から集まったおよそ2万人※

のランナーが本学札幌キャンパスを駆
け抜けました。
　ランナーはレース終盤の38km付近
から本学構内に入り、緑あふれるメイ
ンストリートを縦断。クラーク像を右
手に眺めつつ中央ローンの木陰を通
り、南門（札幌農学校時代の正門）か

らフィニッシュの大通公園を目指し、
ラストスパートをかけて行きました。
　2009年大会からコースに加えられた
本学キャンパスには大勢の市民が駆け
つけ、その温かい声援は、気力を振り
絞り力走するランナーたちを後押しし
ました。
　大会当日は晴天の下でスタートしま
したが、途中で雨が降り出し、終盤に
は豪雨となりました。ランナーたちは

体力だけでなく、心の強さも求められ
る過酷なレースとなりました。
　なお、本マラソンの様子は、UHB
（北海道文化放送）とBSフジで生中
継されました。
（※エントリー人数）

（社会共創部広報課）

札幌キャンパスを駆け抜ける－北海道マラソン2023－

総合博物館前の給水所　 緑のトンネルを駆け抜けるランナー　

男子優勝のパトリックマゼンゲ ワンブィ選手 女子優勝の澤畠朋美選手

　現代日本学プログラム課程（現プ
ロ）では、令和5年度1学期に、対面に
よる「ゲストレクチャー・ワークショッ
プシリーズ」を開催しました。
　本シリーズは、学内外の日本研究の
専門家を招き、現代日本学の最先端に
ついて英語で学ぶことを目的とし、主
に現プロ学生を対象として開催してい
ます。昨年度に引き続き石見　禎講師

（高等教育推進機構国際教育研究部・
現代日本学ユニット）がコーディネー
ターとなり、日本研究をテーマとし
て、多彩な講師による講演を7回にわ
たり実施しました。本講演の一部は学
外の一般参加者にも公開され、学内外
からのべ300名以上が出席し、現代日
本学の諸相を学びました。
　現プロでは今年度2学期以降も、現

プロ学生のみならず、学内外からの参
加者の現代日本への学びをさらに深め
実学の涵養を目指し、さらに魅力的な
ゲストレクチャー及びワークショップ
を実施する予定です。

（学務部教育推進課）

現代日本学プログラム課程
「ゲストレクチャー・ワークショップシリーズ」を開催

・5月11日（木）「石内都の広島と戦後日本」
　　　　　　　　五十嵐惠邦教授（ヴァンダービルト大学）
　　　　　　　　　　　　ジョナサン・ブル講師（高等教育推進機構国際教育研究部・現代日本学ユニット）による招聘

・5月12日（金）「フィンランドと日本」
　　　　　　　　レーッタ・プロンタカネン報道・文化担当参事官（フィンランド大使館）
・5月20日（土）「国際広告戦略における課題：アシックスとオニツカタイガーを例に」
　　　　　　　　小林広治准教授（小樽商科大学）
・5月30日（火）「日本の高齢化社会」
　　　　　　　　浅沼静華代表取締役（株式会社らくらホールディングス）
・6月30日（金）「東アジアにおける多国間安全保障体制での日本のリーダーシップ」
　7月 1日（土） ポール・ミッドフォード教授（明治学院大学）
・7月 7日（金）「長崎・出島におけるオランダ人の日本語習得」
　7月 8日（土） ルディ・トート助教（長崎大学）
・7月14日（金）「コロナ禍におけるステイホームキャンペーン」
　　　　　　　　名波彰子教授（広島修道大学）

講演内容及び登壇者

五十嵐教授（ヴァンダービルト大学） プロンタカネン報道・文化担当参事官（フィンランド大使館）

ミッドフォード教授（明治学院大学） トート助教（長崎大学）
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（※エントリー人数）

（社会共創部広報課）

札幌キャンパスを駆け抜ける－北海道マラソン2023－

総合博物館前の給水所　 緑のトンネルを駆け抜けるランナー　

男子優勝のパトリックマゼンゲ ワンブィ選手 女子優勝の澤畠朋美選手

　現代日本学プログラム課程（現プ
ロ）では、令和5年度1学期に、対面に
よる「ゲストレクチャー・ワークショッ
プシリーズ」を開催しました。
　本シリーズは、学内外の日本研究の
専門家を招き、現代日本学の最先端に
ついて英語で学ぶことを目的とし、主
に現プロ学生を対象として開催してい
ます。昨年度に引き続き石見　禎講師

（高等教育推進機構国際教育研究部・
現代日本学ユニット）がコーディネー
ターとなり、日本研究をテーマとし
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外の一般参加者にも公開され、学内外
からのべ300名以上が出席し、現代日
本学の諸相を学びました。
　現プロでは今年度2学期以降も、現

プロ学生のみならず、学内外からの参
加者の現代日本への学びをさらに深め
実学の涵養を目指し、さらに魅力的な
ゲストレクチャー及びワークショップ
を実施する予定です。

（学務部教育推進課）

現代日本学プログラム課程
「ゲストレクチャー・ワークショップシリーズ」を開催

・5月11日（木）「石内都の広島と戦後日本」
　　　　　　　　五十嵐惠邦教授（ヴァンダービルト大学）
　　　　　　　　　　　　ジョナサン・ブル講師（高等教育推進機構国際教育研究部・現代日本学ユニット）による招聘

・5月12日（金）「フィンランドと日本」
　　　　　　　　レーッタ・プロンタカネン報道・文化担当参事官（フィンランド大使館）
・5月20日（土）「国際広告戦略における課題：アシックスとオニツカタイガーを例に」
　　　　　　　　小林広治准教授（小樽商科大学）
・5月30日（火）「日本の高齢化社会」
　　　　　　　　浅沼静華代表取締役（株式会社らくらホールディングス）
・6月30日（金）「東アジアにおける多国間安全保障体制での日本のリーダーシップ」
　7月 1日（土） ポール・ミッドフォード教授（明治学院大学）
・7月 7日（金）「長崎・出島におけるオランダ人の日本語習得」
　7月 8日（土） ルディ・トート助教（長崎大学）
・7月14日（金）「コロナ禍におけるステイホームキャンペーン」
　　　　　　　　名波彰子教授（広島修道大学）

講演内容及び登壇者

五十嵐教授（ヴァンダービルト大学） プロンタカネン報道・文化担当参事官（フィンランド大使館）

ミッドフォード教授（明治学院大学） トート助教（長崎大学）
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　8月1日（火）から3日（木）、一般社
団法人日本経済団体連合会（以下、経
団連）のバイオエコノミー委員会の（委
員長：小坂達朗氏）委員15名が、「北
海道プライムバイオコミュニティ」関
連施設を視察しました。
　委員は、当バイオコミュニティの構
成機関である株式会社クボタが本年3月
に開設した農業学習施設「KUBOTA 
AGRI FRONT」、株式会社竹中工務店
が住宅用木材を使って建設したオフィ
ス「北海道地区FMセンター」、日立
北大ラボが岩見沢市で実証を行ってい
る小規模電力システム「自立型ナノグ
リッド」、岩見沢市の宝水ワイナリー
を視察しました。
　また、スマート農業教育研究センタ
ーでは野口　伸農学研究院長から研究
内容について説明を受け、施設内のロ

ボット農機遠隔監視室から岩見沢市及
び浦臼町の農機を、ローカル5Gを使
用して制御する様子も視察しました。
　さらに、委員は農学研究院の曾根輝
雄教授から、北海道ワイン教育研究セ
ンターの取組について説明を受け、セ
ンター棟も視察しました。
　最後に、当バイオコミュニティの幹
事機関である本学、北海道、ノース
テック財団と意見交換を行いました。
バイオエコノミー委員会から、世界最
先端のバイオエコノミーの確立に向け
て、提言「バイオトランスフォーメー
ション（BX）戦略」（2023年3月公表）
で掲げた5つの戦略（①エコシステム
の構築、②経済安全保障の確保、③グ
ローバルなルール形成、④司令塔によ
る政策の一元化、⑤国民理解の醸成）
の実現を、政府、大学、関係業界、有

識者等とも連携しながら進めているこ
とや、活動の柱として、エコシステム
を構成する関係者との意見交換や働き
かけを継続すること、国内外のバイオ
コミュニティの視察やセミナーの開催
等を行い、その取組を国内外に向けて
積極的に発信することなどが述べられ
ました。
　今回、当コミュニティの活動をさら
に強化するため、既存の強みの一層の
強化・スタートアップ振興・次世代人
材育成・知的財産戦略などの重要性に
ついて闊達な意見交換を行うとともに、
今後も経団連と当コミュニティの継続
的な連携を図ることで一致しました。

（社会共創部社会連携課）

経団連が「北海道プライムバイオコミュニティ」関連施設を視察

研究内容について説明する野口農学研究院長
（スマート農業教育研究センター）

意見交換会の様子

　8月25日（金）、共済ホールにおい
て、世界的建築家である安藤忠雄氏を
お招きし、講演会「可能性は自分でつ
くれ」を開催しました。
　当日は、学内外を問わず、学生をは
じめとした次世代を担う若者を中心

に、満員の中での講演となりました。
　道内でもいくつかの建築を手掛けて
こられた安藤氏は、これまでの仕事の
エピソードを紹介しながら、「可能性
を信じて常に新しいことに挑戦してい
れば、年齢に関係なくいつまでも青春

を生きられる」と語られました。そし
て、「地球人の一人として生きている
ことを忘れてほしくない」と訴え、参
加者の心を鼓舞しました。

（社会共創部社会連携課）

建築家・安藤忠雄講演会「可能性は自分でつくれ」を開催

講演会の様子 講演を行う安藤氏
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事機関である本学、北海道、ノース
テック財団と意見交換を行いました。
バイオエコノミー委員会から、世界最
先端のバイオエコノミーの確立に向け
て、提言「バイオトランスフォーメー
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　今回、当コミュニティの活動をさら
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経団連が「北海道プライムバイオコミュニティ」関連施設を視察

研究内容について説明する野口農学研究院長
（スマート農業教育研究センター）

意見交換会の様子

　8月25日（金）、共済ホールにおい
て、世界的建築家である安藤忠雄氏を
お招きし、講演会「可能性は自分でつ
くれ」を開催しました。
　当日は、学内外を問わず、学生をは
じめとした次世代を担う若者を中心

に、満員の中での講演となりました。
　道内でもいくつかの建築を手掛けて
こられた安藤氏は、これまでの仕事の
エピソードを紹介しながら、「可能性
を信じて常に新しいことに挑戦してい
れば、年齢に関係なくいつまでも青春

を生きられる」と語られました。そし
て、「地球人の一人として生きている
ことを忘れてほしくない」と訴え、参
加者の心を鼓舞しました。

（社会共創部社会連携課）

建築家・安藤忠雄講演会「可能性は自分でつくれ」を開催

講演会の様子 講演を行う安藤氏
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北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等40社、個人277名の方々から106,523,152円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

41,352件　6,604,736,346円
（7月31日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

7月のご寄附状況

石黒医院、株式会社エルムプロジェクト、社会医療法人延山会、有限会社御菓子司小鹿、医療法人社団北20条内科クリニック、

株式会社クレタ、医療法人研成会札幌鈴木病院、建築工学科第16期、医療社団法人佐川昭リウマチクリニック、

医療法人社団札幌東クリニック、JAバンク北海道（JA/JA北海道信連）、医療法人清仁会北海道内科リウマチ科病院、

一般社団法人苫小牧医師会、たかはし内科消化器内科、株式会社ナップス、日本中央競馬会、株式会社平尾電気商会、合同会社fortitude、

福原医院、北伸建設工業株式会社、医療法人社団保生会沖医院、株式会社増建、合同会社まるて こいまな編集部、山田産業株式会社、

横山内科消化器科、𠮷川食品株式会社、合同会社ラビッツ

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

石垣　隆弘

猪股　路子

海老田憲人

沖崎　　遼

加地　久雄

蟹口　宏幸

喜田　　宏

栗原　貴史

小林　清一

坂井　洋一

佐野　了一

城田　昌良

杉本　　聡

高田　佳幸

田辺　福徳

豊田　威信

西川　哲裕

袴田　　章

青木　俊介

石川　喜年

井原　　博

縁記　和也

奥　　健志

片岡　克啓

蟹　　　壽

衣川　暢子

栗本　　完

小林　泰男

坂倉　雅夫

澤田　満男

新宮　康栄

鈴木　敦生

髙橋　一尚

土川　陽子

内藤　祐貴

西田　　睦

橋本　英明

赤平　幸郎

石川　康暢

今井　　晋

遠藤　公憲

小崎　真理

片山　　琢

金田　房雄

KIM DAEIL

黒元　直人

駒村　雅己

坂本　大介

三升畑元基

須貝　明弘

鈴木　貴之

高橋　和也

土家　琢磨

長井　宏平

庭野　陽樹

長谷川　啓

浅木　栄子

市川　健司

入江　和彦

太田　広三

小田桐直幸

加藤　伸康

金田　亮平

木村　　孝

小池　隆夫

五明　智夫

桜間　光博

繁澤　　良

菅原　暁子

鈴木　素子

高柳　　涼

寺澤　　睦

永桶　直人

根本　叔治

花田　秀一

阿部　雅史

市坂　有基

入澤　秀次

大槻　　博

小田原一史

加藤　裕貴

亀田　　博

木村　祐介

上月　　浩

齊藤　　晋

迫田　義博

志済　聡子

菅原　新也

瀬名波栄潤

武内　恵輔

寺嶋　幸恵

永桶　房代

野口　和哉

原島　秀吉

池田　清治

井出　　肇

上田　雅敏

大橋　　晃

小原　大和

門田　　茂

河口　義憲

日下　大器

河野　通仁

齋藤　　久

笹原　　聡

志築　貴之

菅原　修孝

田海　秀穂

竹内　　淳

豊嶋　　晋

長尾　忠昭

野口　　伸

原田　勝可

池之上辰義

伊藤　大貴

薄田あづさ

大原　正範

柿沼　光明

金川　眞行

河本　充司

工藤　　司

小長井奎幸

齋藤　幸成

佐藤　修二

渋谷　正人

杉江　和男

高島　　大

竹本　泰朗

豊田　海秀

中島　　晶

野々村克也

原林　　透

石井　哲夫

伊藤　雄三

梅本　由佳

沖崎　　裕

笠原　英樹

金山　季文

北浜　秀一

栗原　誠治

小林　賢人

坂井　　哲

佐藤　大樹

下川部雅英

杉元　紘一

高瀬登志彦

田辺　英勝

豊田　和弘

中村　　徹

野本　博司

東原　俊郎

久田　　諒

藤田　禎三

松岡奈央子

三井　信幸

桃内　佳雄

山田　一範

芳野　宏一

渡部　克将

久村　正也

古川　　哲

松川　英文

南田　大朗

森谷　　茂

山根　正雄

吉野　達彦

深澤雄一郎

古川　　真

松原　謙一

宮　　愛香

守谷　　悠

山本　秀樹

肆矢　忠寛

福士　幸治

古屋雅三知

松本　　嶺

宮島　直子

ヤスコウチタロウ

山本　　惇

若狭　　哲

福永　悟郎

古谷健太郎

真屋　幹雄

宮田　信幸

矢野　　薫

横田　　篤

和田　剛志

藤井ひとみ

堀内欣一郎

三浦　建彦

宮永　喜一

山口　健輔

横山　　考

渡邊　祐介

藤澤　裕子

牧田　道夫

三神　昭雄

三好　寿郎

山崎　明子

吉田　年克

渡辺裕喜雄

藤田　　孝

松井　耕二

三木　證永

村瀬　亮太

山田　幹二

吉田　広志

渡邉　義男

銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）

大槻　　博、亀田　　博、喜田　　宏、高田　佳幸、髙橋　一尚、野口　　伸、原島　秀吉、東原　俊郎、松川　英文、
宮永　喜一、三好　寿郎

（法　人）
医療法人社団札幌東クリニック、JAバンク北海道、医療法人清仁会北海道内科リウマチ科病院

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ

（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。
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全学ニュース

北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等40社、個人277名の方々から106,523,152円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

41,352件　6,604,736,346円
（7月31日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

7月のご寄附状況

石黒医院、株式会社エルムプロジェクト、社会医療法人延山会、有限会社御菓子司小鹿、医療法人社団北20条内科クリニック、

株式会社クレタ、医療法人研成会札幌鈴木病院、建築工学科第16期、医療社団法人佐川昭リウマチクリニック、

医療法人社団札幌東クリニック、JAバンク北海道（JA/JA北海道信連）、医療法人清仁会北海道内科リウマチ科病院、

一般社団法人苫小牧医師会、たかはし内科消化器内科、株式会社ナップス、日本中央競馬会、株式会社平尾電気商会、合同会社fortitude、

福原医院、北伸建設工業株式会社、医療法人社団保生会沖医院、株式会社増建、合同会社まるて こいまな編集部、山田産業株式会社、

横山内科消化器科、𠮷川食品株式会社、合同会社ラビッツ

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

石垣　隆弘

猪股　路子

海老田憲人

沖崎　　遼

加地　久雄

蟹口　宏幸

喜田　　宏

栗原　貴史

小林　清一

坂井　洋一

佐野　了一

城田　昌良

杉本　　聡

高田　佳幸

田辺　福徳

豊田　威信

西川　哲裕

袴田　　章

青木　俊介

石川　喜年

井原　　博

縁記　和也

奥　　健志

片岡　克啓

蟹　　　壽

衣川　暢子

栗本　　完

小林　泰男

坂倉　雅夫

澤田　満男

新宮　康栄

鈴木　敦生

髙橋　一尚

土川　陽子

内藤　祐貴

西田　　睦

橋本　英明

赤平　幸郎

石川　康暢

今井　　晋

遠藤　公憲

小崎　真理

片山　　琢

金田　房雄

KIM DAEIL

黒元　直人

駒村　雅己

坂本　大介

三升畑元基

須貝　明弘

鈴木　貴之

高橋　和也

土家　琢磨

長井　宏平

庭野　陽樹

長谷川　啓

浅木　栄子

市川　健司

入江　和彦

太田　広三

小田桐直幸

加藤　伸康

金田　亮平

木村　　孝

小池　隆夫

五明　智夫

桜間　光博

繁澤　　良

菅原　暁子

鈴木　素子

高柳　　涼

寺澤　　睦

永桶　直人

根本　叔治

花田　秀一

阿部　雅史

市坂　有基

入澤　秀次

大槻　　博

小田原一史

加藤　裕貴

亀田　　博

木村　祐介

上月　　浩

齊藤　　晋

迫田　義博

志済　聡子

菅原　新也

瀬名波栄潤

武内　恵輔

寺嶋　幸恵

永桶　房代

野口　和哉

原島　秀吉

池田　清治

井出　　肇

上田　雅敏

大橋　　晃

小原　大和

門田　　茂

河口　義憲

日下　大器

河野　通仁

齋藤　　久

笹原　　聡

志築　貴之

菅原　修孝

田海　秀穂

竹内　　淳

豊嶋　　晋

長尾　忠昭

野口　　伸

原田　勝可

池之上辰義

伊藤　大貴

薄田あづさ

大原　正範

柿沼　光明

金川　眞行

河本　充司

工藤　　司

小長井奎幸

齋藤　幸成

佐藤　修二

渋谷　正人

杉江　和男

高島　　大

竹本　泰朗

豊田　海秀

中島　　晶

野々村克也

原林　　透

石井　哲夫

伊藤　雄三

梅本　由佳

沖崎　　裕

笠原　英樹

金山　季文

北浜　秀一

栗原　誠治

小林　賢人

坂井　　哲

佐藤　大樹

下川部雅英

杉元　紘一

高瀬登志彦

田辺　英勝

豊田　和弘

中村　　徹

野本　博司

東原　俊郎

久田　　諒

藤田　禎三

松岡奈央子

三井　信幸

桃内　佳雄

山田　一範

芳野　宏一

渡部　克将

久村　正也

古川　　哲

松川　英文

南田　大朗

森谷　　茂

山根　正雄

吉野　達彦

深澤雄一郎

古川　　真

松原　謙一

宮　　愛香

守谷　　悠

山本　秀樹

肆矢　忠寛

福士　幸治

古屋雅三知

松本　　嶺

宮島　直子

ヤスコウチタロウ

山本　　惇

若狭　　哲

福永　悟郎

古谷健太郎

真屋　幹雄

宮田　信幸

矢野　　薫

横田　　篤

和田　剛志

藤井ひとみ

堀内欣一郎

三浦　建彦

宮永　喜一

山口　健輔

横山　　考

渡邊　祐介

藤澤　裕子

牧田　道夫

三神　昭雄

三好　寿郎

山崎　明子

吉田　年克

渡辺裕喜雄

藤田　　孝

松井　耕二

三木　證永

村瀬　亮太

山田　幹二

吉田　広志

渡邉　義男

銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）

大槻　　博、亀田　　博、喜田　　宏、高田　佳幸、髙橋　一尚、野口　　伸、原島　秀吉、東原　俊郎、松川　英文、
宮永　喜一、三好　寿郎

（法　人）
医療法人社団札幌東クリニック、JAバンク北海道、医療法人清仁会北海道内科リウマチ科病院

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ

（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。
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　創成研究機構研究人材育成推進室
（L-Station）では、アンビシャス特別
助教＊1（以下、特別助教）育成プログ
ラムの一環として、7月5日（水）に創
成科学研究棟でアンビシャス特別助教
交流会を開催しました。
　5回目の開催となった今回は、特別
助教だけでなくL-Stationが運営してい
る他の事業（テニュアトラック制度、
人材育成コンソーシアム）に関連する
若手研究者にも参加を呼びかけ、3事
業の合計20名の任期付き若手教員が対
面とオンラインで参加しました。
　交流会はSDGsをテーマとし、初めに
L-Station室長でサステイナビリティ推
進機構SDGs事業推進本部の出村　誠
教授が「大学のSDGsへの取り組みに
ついて」を題材に講演を行いました。
出村教授からはSDGsの基礎から本学
の教育改革状況などについての説明が
あり、講演後には質疑応答が行われま
した。
　講演では、研究者が研究によりSDGs
を推進するにあたって特に注意すべき
点として、「良い面だけではなくトレ
ードオフとなるゴールがないか」、
「複数のゴールについて相乗効果や連
鎖といったシナジー効果が生まれる可

能性がないか」を意識することが重要
だと紹介されました。
　その後、参加者は自分の研究と関連
するSDGs番号に従ってグループに分
かれ、それぞれの研究紹介や意見交換
を行い、活発に交流を深めました。
　特別助教にとって、テニュアトラッ
ク制度と人材育成コンソーシアムを交
えた交流会は初の試みでしたが、分野
や事業の垣根を越えた新たなネットワ
ーク作りに励んでいました。

＊1　アンビシャス特別助教制度
　本学の博士学位取得3年以内の者を対象
に特任助教（任期2年）として採用し、人
件費・研究経費の支援に加え様々な人材育
成プログラムを実施する若手研究者育成制
度です。特に本学の「博士人材フェロー
シップ事業」のキャリア形成の出口戦略と
し て 修 了 者 の 応 募 が 期 待 さ れ ま す 。
L-Stationが公募を担当し、令和4、5年度は
それぞれ10名採用しました。採用後の所属
は創成研究機構と研究活動を行う配置希望
部局の両方となります。特別助教には、研
究エフォートの確保のために授業担当免除
など教育業務負担が軽減される一方、大学
院教育推進機構における博士人材フェロー
シップ事業の企画・運営への参画、創成研
究機構が提供する各種研究者育成プログラ

ムへの参加が求められ、教育力やマネジメ
ント能力、キャリアパス選択のための能力
開発など、専門分野+αの力を身に付ける
こ と を 目 標 と し て い ま す 。 （ 詳 細 は
L-Stationホームページで公開）

＊2　人材育成コンソーシアム
　本学が代表機関として東北大学、名古屋
大学とともに文部科学省「科学技術人材育
成のコンソーシアムの構築事業（次世代研
究者育成プログラム）」に申請・採択さ
れ、平成26年度にスタートした事業です。
発足以来、三大学が「コンソーシアム」を
形成し、合同シンポジウム、合同合宿、ト
ランスファラブルスキル向上セミナーの共
有などを実施してきました。8年間の事業
期間終了後もコンソーシアムは継続され、
協力体制を維持しています。本事業は事後
評価でS評価となりました。

（創成研究機構研究人材育成推進室
（L-Station））

アンビシャス特別助教「交流会」を開催

出村教授による講演の様子

アンビシャス特別助教制度ウェブサイト
https://l-station.cris.hokudai.ac.jp/overview_asap/

グループでの交流の様子

　創成研究機構ワクチン研究開発拠点
は、対面形式による研究発表・交流会
を8月28日（月）に開催しました。
　本拠点は日本医療研究開発機構
（AMED）の「ワクチン開発のため
の世界トップレベル研究開発拠点の形
成事業」に採択されており、事業に参
画する学内外の研究者の間で研究活動
を共有するとともに、更なる交流を深

めることを目的として行いました。
　発表会では、澤　洋文拠点長からの
開会挨拶及び拠点紹介に続き、3つの
セッションに本拠点と協力・連携して
いる国立感染症研究所、医薬基盤・健
康・栄養研究所、新潟大学から研究者
5名、学内の研究開発分担者9名、研究
参加者10名の計24名の講演者が登壇
し、研究の進捗状況を発表しました。

本発表会では総勢60名の方にご参加い
ただき、各研究発表後には質疑応答が
交わされ、充実した内容となりまし
た。
　また、引き続き開催された交流会で
は、和やかな雰囲気の中、参加者間で
情報交換がなされました。

（創成研究機構ワクチン研究開発拠点）

創成研究機構「ワクチン研究開発拠点研究発表会」を開催

集合写真 質疑応答の様子
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　創成研究機構研究人材育成推進室
（L-Station）では、アンビシャス特別
助教＊1（以下、特別助教）育成プログ
ラムの一環として、7月5日（水）に創
成科学研究棟でアンビシャス特別助教
交流会を開催しました。
　5回目の開催となった今回は、特別
助教だけでなくL-Stationが運営してい
る他の事業（テニュアトラック制度、
人材育成コンソーシアム）に関連する
若手研究者にも参加を呼びかけ、3事
業の合計20名の任期付き若手教員が対
面とオンラインで参加しました。
　交流会はSDGsをテーマとし、初めに
L-Station室長でサステイナビリティ推
進機構SDGs事業推進本部の出村　誠
教授が「大学のSDGsへの取り組みに
ついて」を題材に講演を行いました。
出村教授からはSDGsの基礎から本学
の教育改革状況などについての説明が
あり、講演後には質疑応答が行われま
した。
　講演では、研究者が研究によりSDGs
を推進するにあたって特に注意すべき
点として、「良い面だけではなくトレ
ードオフとなるゴールがないか」、
「複数のゴールについて相乗効果や連
鎖といったシナジー効果が生まれる可

能性がないか」を意識することが重要
だと紹介されました。
　その後、参加者は自分の研究と関連
するSDGs番号に従ってグループに分
かれ、それぞれの研究紹介や意見交換
を行い、活発に交流を深めました。
　特別助教にとって、テニュアトラッ
ク制度と人材育成コンソーシアムを交
えた交流会は初の試みでしたが、分野
や事業の垣根を越えた新たなネットワ
ーク作りに励んでいました。

＊1　アンビシャス特別助教制度
　本学の博士学位取得3年以内の者を対象
に特任助教（任期2年）として採用し、人
件費・研究経費の支援に加え様々な人材育
成プログラムを実施する若手研究者育成制
度です。特に本学の「博士人材フェロー
シップ事業」のキャリア形成の出口戦略と
し て 修 了 者 の 応 募 が 期 待 さ れ ま す 。
L-Stationが公募を担当し、令和4、5年度は
それぞれ10名採用しました。採用後の所属
は創成研究機構と研究活動を行う配置希望
部局の両方となります。特別助教には、研
究エフォートの確保のために授業担当免除
など教育業務負担が軽減される一方、大学
院教育推進機構における博士人材フェロー
シップ事業の企画・運営への参画、創成研
究機構が提供する各種研究者育成プログラ

ムへの参加が求められ、教育力やマネジメ
ント能力、キャリアパス選択のための能力
開発など、専門分野+αの力を身に付ける
こ と を 目 標 と し て い ま す 。 （ 詳 細 は
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＊2　人材育成コンソーシアム
　本学が代表機関として東北大学、名古屋
大学とともに文部科学省「科学技術人材育
成のコンソーシアムの構築事業（次世代研
究者育成プログラム）」に申請・採択さ
れ、平成26年度にスタートした事業です。
発足以来、三大学が「コンソーシアム」を
形成し、合同シンポジウム、合同合宿、ト
ランスファラブルスキル向上セミナーの共
有などを実施してきました。8年間の事業
期間終了後もコンソーシアムは継続され、
協力体制を維持しています。本事業は事後
評価でS評価となりました。

（創成研究機構研究人材育成推進室
（L-Station））

アンビシャス特別助教「交流会」を開催

出村教授による講演の様子

アンビシャス特別助教制度ウェブサイト
https://l-station.cris.hokudai.ac.jp/overview_asap/

グループでの交流の様子

　創成研究機構ワクチン研究開発拠点
は、対面形式による研究発表・交流会
を8月28日（月）に開催しました。
　本拠点は日本医療研究開発機構
（AMED）の「ワクチン開発のため
の世界トップレベル研究開発拠点の形
成事業」に採択されており、事業に参
画する学内外の研究者の間で研究活動
を共有するとともに、更なる交流を深

めることを目的として行いました。
　発表会では、澤　洋文拠点長からの
開会挨拶及び拠点紹介に続き、3つの
セッションに本拠点と協力・連携して
いる国立感染症研究所、医薬基盤・健
康・栄養研究所、新潟大学から研究者
5名、学内の研究開発分担者9名、研究
参加者10名の計24名の講演者が登壇
し、研究の進捗状況を発表しました。

本発表会では総勢60名の方にご参加い
ただき、各研究発表後には質疑応答が
交わされ、充実した内容となりまし
た。
　また、引き続き開催された交流会で
は、和やかな雰囲気の中、参加者間で
情報交換がなされました。

（創成研究機構ワクチン研究開発拠点）

創成研究機構「ワクチン研究開発拠点研究発表会」を開催

集合写真 質疑応答の様子
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全学ニュース

　8月1日（火）、学術交流会館におい
て、本学が当番校となり「第32回国立
七大学安全衛生管理協議会」を対面・
オンライン併用のハイブリッド形式に
て開催しました。
　本協議会は、本学を含む国立七大学
が、大学における安全衛生管理の諸問
題について情報交換を行うことによ
り、連携を深めることを目的として、
年2回各大学の持ち回りで開催してい

ます。前回当番校時はコロナ禍により
完全オンライン開催だったため、他大
学から来道いただいての開催は平成28
年以来、実に7年ぶりです。
　協議会では、始めに理事の菅原修孝
安全衛生本部長による挨拶の後、各ワ
ーキンググループ・検討会からの報
告、東京大学の土橋　律教授からの東
京大学防火マニュアル作成についての
報告、本学安全衛生本部の川上貴教教

授からの「知って活用！労働基準監督
署の臨検監督」と題した事例紹介等が
あり、活発な議論が行われ、各大学間
の情報交換、連携強化が図られました。
　本協議会で得られた情報等を踏ま
え、引き続き、本学の安全衛生管理活
動に取り組んでまいります。

（安全衛生本部）

第32回国立七大学安全衛生管理協議会を開催

挨拶をする菅原安全衛生本部長 進行を務める澤村正也安全衛生本部副本部長

協議会の様子

　7月10日（月）にアントレプレナー
シップを学べるカードゲーム「チャレ
ンジピッツァ」をNPO法人 E-LINK様
の寺子屋プロジェクト「おちゃのま」
の会場である北海寺を借りて実施しま
した。お寺には10名ほどの小学生が放
課後に訪れており、約半数の児童がカ
ードゲームを体験しました。
　カードゲームの体験にあたり、初め
は大学生に少し緊張していた児童たち
でしたが、大学生の配慮と現場スタッ
フのサポートにより次第に心を開いて
いきました。大学生はゲームを通じ
て、児童たちに気軽にアントレプレナ
ーシップの楽しさと重要性を伝えてい
ました。
　ゲーム終了後、児童たちからは「楽
しかった。もう一度やりたい」といっ
た声や、「最初は難しかったけど、だ
んだんゲームが分かってきて楽しかっ
た」という反応が得られました。ゲー
ムの中で大学生がゲームの仕組みにつ
いて疑問を投げかけ、一緒に考えるこ
とで、児童たちはビジネスへの学びを

深めていました。
　大学生たちにとっても、このような
体験は貴重な機会であり、児童たちと
の交流を通じて、彼らは教えることと
学ぶことの両方が成長に繋がると実感
しました。自分の知識や経験を分かち
合うことで、より深い理解を得ること
ができました。また、ゲームに関して
は児童たちから多くの意見が寄せら
れ、改善のための貴重な意見を得るこ
とができました。
　アントレプレナーシップを学べるカ
ードゲーム「チャレンジピッツァ」
は、産学・地域協働推進機構が小中学
生向けアントレプレナーシップ教育の
一環として進めるものです。これまで
はワークショップ形式にて北大祭等の
イベントで実施してきましたが今回は
初めて地域社会に開かれた場で実施し
ました。体験してくれた児童たちにビ
ジネスの知識やアイディアを考える楽
しさを体験してもらうと同時に、地域
社会の発展に向けた新たな可能性を切
り開くきっかけとなりました。

　このような貴重な経験を提供できた
ことを非常に嬉しく思っております。
今後も様々な社会貢献活動を通じて、
地域社会との連携を深め、より多くの
人々に価値ある学びの機会を提供して
まいります。このような機会を提供し
てくださったNPO法人 E-LIMK様、参
加してくださった児童の皆様、関係者
の方々に心から感謝申し上げます。
　産学・地域協働推進機構では、研究
と教育を社会に還元するための活動を
行っています。今回はNPO法人 E-LINK
様のご協力で、アントレプレナーシッ
プを学べるカードゲーム「チャレンジ
ピッツァ」を北海寺にて実施しまし
た。今後も様々な企業や団体と連携
し、イベントを企画することで貢献し
ます。
　詳細に関しましては、産学・地域協
働推進機構 岩城（k-iwaki@mcip.hokudai.ac.jp）
までお問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

アントレプレナーシップを学べるボードゲーム
「チャレンジピッツァ」を「寺子屋プロジェクト」と協力して実施

会場となった北海寺 大学生が説明している様子

子どもたちがゲームしている様子
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て、本学が当番校となり「第32回国立
七大学安全衛生管理協議会」を対面・
オンライン併用のハイブリッド形式に
て開催しました。
　本協議会は、本学を含む国立七大学
が、大学における安全衛生管理の諸問
題について情報交換を行うことによ
り、連携を深めることを目的として、
年2回各大学の持ち回りで開催してい

ます。前回当番校時はコロナ禍により
完全オンライン開催だったため、他大
学から来道いただいての開催は平成28
年以来、実に7年ぶりです。
　協議会では、始めに理事の菅原修孝
安全衛生本部長による挨拶の後、各ワ
ーキンググループ・検討会からの報
告、東京大学の土橋　律教授からの東
京大学防火マニュアル作成についての
報告、本学安全衛生本部の川上貴教教

授からの「知って活用！労働基準監督
署の臨検監督」と題した事例紹介等が
あり、活発な議論が行われ、各大学間
の情報交換、連携強化が図られました。
　本協議会で得られた情報等を踏ま
え、引き続き、本学の安全衛生管理活
動に取り組んでまいります。

（安全衛生本部）

第32回国立七大学安全衛生管理協議会を開催

挨拶をする菅原安全衛生本部長 進行を務める澤村正也安全衛生本部副本部長
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の寺子屋プロジェクト「おちゃのま」
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した。お寺には10名ほどの小学生が放
課後に訪れており、約半数の児童がカ
ードゲームを体験しました。
　カードゲームの体験にあたり、初め
は大学生に少し緊張していた児童たち
でしたが、大学生の配慮と現場スタッ
フのサポートにより次第に心を開いて
いきました。大学生はゲームを通じ
て、児童たちに気軽にアントレプレナ
ーシップの楽しさと重要性を伝えてい
ました。
　ゲーム終了後、児童たちからは「楽
しかった。もう一度やりたい」といっ
た声や、「最初は難しかったけど、だ
んだんゲームが分かってきて楽しかっ
た」という反応が得られました。ゲー
ムの中で大学生がゲームの仕組みにつ
いて疑問を投げかけ、一緒に考えるこ
とで、児童たちはビジネスへの学びを

深めていました。
　大学生たちにとっても、このような
体験は貴重な機会であり、児童たちと
の交流を通じて、彼らは教えることと
学ぶことの両方が成長に繋がると実感
しました。自分の知識や経験を分かち
合うことで、より深い理解を得ること
ができました。また、ゲームに関して
は児童たちから多くの意見が寄せら
れ、改善のための貴重な意見を得るこ
とができました。
　アントレプレナーシップを学べるカ
ードゲーム「チャレンジピッツァ」
は、産学・地域協働推進機構が小中学
生向けアントレプレナーシップ教育の
一環として進めるものです。これまで
はワークショップ形式にて北大祭等の
イベントで実施してきましたが今回は
初めて地域社会に開かれた場で実施し
ました。体験してくれた児童たちにビ
ジネスの知識やアイディアを考える楽
しさを体験してもらうと同時に、地域
社会の発展に向けた新たな可能性を切
り開くきっかけとなりました。

　このような貴重な経験を提供できた
ことを非常に嬉しく思っております。
今後も様々な社会貢献活動を通じて、
地域社会との連携を深め、より多くの
人々に価値ある学びの機会を提供して
まいります。このような機会を提供し
てくださったNPO法人 E-LIMK様、参
加してくださった児童の皆様、関係者
の方々に心から感謝申し上げます。
　産学・地域協働推進機構では、研究
と教育を社会に還元するための活動を
行っています。今回はNPO法人 E-LINK
様のご協力で、アントレプレナーシッ
プを学べるカードゲーム「チャレンジ
ピッツァ」を北海寺にて実施しまし
た。今後も様々な企業や団体と連携
し、イベントを企画することで貢献し
ます。
　詳細に関しましては、産学・地域協
働推進機構 岩城（k-iwaki@mcip.hokudai.ac.jp）
までお問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

アントレプレナーシップを学べるボードゲーム
「チャレンジピッツァ」を「寺子屋プロジェクト」と協力して実施

会場となった北海寺 大学生が説明している様子

子どもたちがゲームしている様子
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全学ニュース

　7月27日（木）、産学・地域協働推進
機構は、職業体験イベント「Mama 
Lady Party 札幌　in ピエトラセレー
ナ」に出展しました。イベントには40
人の児童が参加し、夏休みの自由研究
に関連する化学実験を行いました。
　イベントでは人工いくらを作る化学
実験を実施するとともに、職業として
の研究者への理解を深めてもらいまし
た。人工いくらを作る実験では、アル
ギン酸とカルシウムを水に溶かし、ア
ルギン酸液をカルシウム液に入れるこ
とで人工いくらを作製しました。アル
ギン酸液にシロップで色をつけること
で、カラフルないくらができ、いくら

を作製した後は、色を変えたり、カル
シウム液を水に変えたりと条件を変え
た実験も行い、実験や研究ならではの
面白さを体験してもらいました。
　参加者からは、「いくらを作るのが
楽しかった」、「理科の実験みたいで楽
しかった。学校でもやってみたい」と
いう感想をいただきました。中には将
来研究者になりたいという参加者もい
て、教授や研究職について質問してき
た児童もいました。保護者からは「家
の中では実験をすることが難しいた
め、こうした場でできるのはありがた
い」、「やっている子どもたちが楽しそ
うで良かった」、「科学者や研究者も職

業だということが再認識できた」とい
う声をいただきました。
　本イベントでは実験を通じて子供達
に学ぶことの楽しさを伝えるととも
に、職業としての研究者を認識しても
らう良い機会となりました。産学・地
域協働推進機構では引き続き、産学連
携に繋がる活動を実施します。
　詳細に関しましては、産学・地域協
働推進機構 岩城（k-iwaki@mcip.hokudai.ac.jp）
までお問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

職業体験イベント「Mama Lady Party 札幌　in ピエトラセレーナ」に出展

いくらができる原理を説明している様子 人工いくらを作っている様子

作った人工いくらと記念撮影 先生と手伝ってくれた学生たち

　7月29日（土）、30日（日）に三井不
動産商業マネジメント株式会社が運営
する三井アウトレットパーク札幌北広
島にて、産学・地域協働推進機構、サ
ステイナビリティ推進機構、大学院教
育推進機構が協力し、「三井アウトレッ
トパーク札幌北広島×北海道大学　遊
んで学ぼう！こどもSDGs ワークショッ
プイベント」を実施しました。
　7月29日（土）は、ピザ屋さんにな
りきって経営を行うゲームを通じて、
降りかかる社会課題や経営課題をどう
乗り越えるかを学ぶビジネスカードゲ
ーム「チャレンジピッツァ」を行いま
した。「チャレンジピッツァ」は北大

生と産学・地域協働推進機構が制作し
たゲームで、創造性、主体性を育みな
がらビジネスの基礎知識を学ぶことが
できます。参加者は大学生と楽しく会
話をしながら、難しい課題の解決にゲ
ームを通じて取り組みました。
　7月30日（日）には、実際に研究で
使用している実験器具を用い、海藻成
分を利用した人工いくらを作るワーク
ショップを行いました。科学や研究を
体験するとともに食資源について考え
ていただき、夏休みの自由研究の一幕
としても最適なイベントとなりました。

会場には、博士課程の学生の「SDGs 
達成への取り組み」から「世界の課題

解決」を目指した研究成果をポスター
公開するとともに、クイズを通じて防
災について考える「防災クイズ」も実
施しました。また、「みんなで創る
SDGs未来マップ」と称して、未来へ
繋がるメッセージや未来のイメージを
自由に描き、理想の世界マップをつく
る取り組みも行いました。
　ご家族、小さなお子様や海外からの
観光客の方なども参加し、広く北海道
大学の取組みを広める機会となりまし
た。

（産学・地域協働推進機構）

「三井アウトレットパーク札幌北広島×北海道大学　
遊んで学ぼう！こどもSDGs ワークショップイベント」を実施

会場全体像 チャレンジピッツァの様子

人工いくら作りワークショップ 博士学生の研究ポスター
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機構は、職業体験イベント「Mama 
Lady Party 札幌　in ピエトラセレー
ナ」に出展しました。イベントには40
人の児童が参加し、夏休みの自由研究
に関連する化学実験を行いました。
　イベントでは人工いくらを作る化学
実験を実施するとともに、職業として
の研究者への理解を深めてもらいまし
た。人工いくらを作る実験では、アル
ギン酸とカルシウムを水に溶かし、ア
ルギン酸液をカルシウム液に入れるこ
とで人工いくらを作製しました。アル
ギン酸液にシロップで色をつけること
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を作製した後は、色を変えたり、カル
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た実験も行い、実験や研究ならではの
面白さを体験してもらいました。
　参加者からは、「いくらを作るのが
楽しかった」、「理科の実験みたいで楽
しかった。学校でもやってみたい」と
いう感想をいただきました。中には将
来研究者になりたいという参加者もい
て、教授や研究職について質問してき
た児童もいました。保護者からは「家
の中では実験をすることが難しいた
め、こうした場でできるのはありがた
い」、「やっている子どもたちが楽しそ
うで良かった」、「科学者や研究者も職

業だということが再認識できた」とい
う声をいただきました。
　本イベントでは実験を通じて子供達
に学ぶことの楽しさを伝えるととも
に、職業としての研究者を認識しても
らう良い機会となりました。産学・地
域協働推進機構では引き続き、産学連
携に繋がる活動を実施します。
　詳細に関しましては、産学・地域協
働推進機構 岩城（k-iwaki@mcip.hokudai.ac.jp）
までお問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

職業体験イベント「Mama Lady Party 札幌　in ピエトラセレーナ」に出展

いくらができる原理を説明している様子 人工いくらを作っている様子

作った人工いくらと記念撮影 先生と手伝ってくれた学生たち

　7月29日（土）、30日（日）に三井不
動産商業マネジメント株式会社が運営
する三井アウトレットパーク札幌北広
島にて、産学・地域協働推進機構、サ
ステイナビリティ推進機構、大学院教
育推進機構が協力し、「三井アウトレッ
トパーク札幌北広島×北海道大学　遊
んで学ぼう！こどもSDGs ワークショッ
プイベント」を実施しました。
　7月29日（土）は、ピザ屋さんにな
りきって経営を行うゲームを通じて、
降りかかる社会課題や経営課題をどう
乗り越えるかを学ぶビジネスカードゲ
ーム「チャレンジピッツァ」を行いま
した。「チャレンジピッツァ」は北大

生と産学・地域協働推進機構が制作し
たゲームで、創造性、主体性を育みな
がらビジネスの基礎知識を学ぶことが
できます。参加者は大学生と楽しく会
話をしながら、難しい課題の解決にゲ
ームを通じて取り組みました。
　7月30日（日）には、実際に研究で
使用している実験器具を用い、海藻成
分を利用した人工いくらを作るワーク
ショップを行いました。科学や研究を
体験するとともに食資源について考え
ていただき、夏休みの自由研究の一幕
としても最適なイベントとなりました。

会場には、博士課程の学生の「SDGs 
達成への取り組み」から「世界の課題

解決」を目指した研究成果をポスター
公開するとともに、クイズを通じて防
災について考える「防災クイズ」も実
施しました。また、「みんなで創る
SDGs未来マップ」と称して、未来へ
繋がるメッセージや未来のイメージを
自由に描き、理想の世界マップをつく
る取り組みも行いました。
　ご家族、小さなお子様や海外からの
観光客の方なども参加し、広く北海道
大学の取組みを広める機会となりまし
た。

（産学・地域協働推進機構）

「三井アウトレットパーク札幌北広島×北海道大学　
遊んで学ぼう！こどもSDGs ワークショップイベント」を実施

会場全体像 チャレンジピッツァの様子

人工いくら作りワークショップ 博士学生の研究ポスター
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全学ニュース

　この度、産学・地域協働推進機構で
はアントレプレナーシップ教育の展開
及び幅広い地域で教育機会を提供する
ことを目的に、スポーツとアントレプ
レナーシップを掛け合わせたイベント
を実施しました。7月30日（日）は新
たに留寿都村にて、8月7日（月）は前
回ご好評いただいた長沼町にて実施し
ました。留寿都村においては22名、長
沼町では10名の小学生が参加し、サッ
カーやバスケットボールなどのスポー
ツを通じてアントレプレナーシップの
学びを行いました。実施に際しては本
学職員と競技経験のある本学学生が指
導にあたりました。
　プログラムでは基礎練習など楽しみ
ながら基本的な競技を行うことに加
え、子供たちはアントレプレナーシッ
プ、特にチームワークや自己効力感に
ついてのレクチャーを受けました。単

なるスポーツ教室ではなく、スポーツ
を通じてチームワークやリーダーシッ
プ、そして失敗しても諦めず努力する
ことの大切さを理解する機会にもなり
ました。
　参加者からは、「自分で目標を設定
して、直すことを意識したので、初め
は一人で攻めていたけれど、途中から
周りを見られるようになった」、「今
回2回目だったけど、とても楽しかっ
たので3回目もやってください」とい
う意見があがりました。実際にプレー
を見ていても、プログラムの途中から
は子供たち同士の声掛けも多く見受け
られ、子供たちの成長を非常に感じる
ことができました。保護者からも「普
段サッカーをする機会がないので、教
えてもらったり、新しいスポーツに触
れることができて良かったです」、
「スポーツを通じて学びを得るイベン

トはあまりないので貴重な経験だっ
た。子供もバスケットボールだけでな
く精神的な部分も成長できたのではな
いかと思います」という前向きな意見
をいただきました。
　スポーツの楽しさを伝えることに加
え、スポーツや交流のための機会創
出、アントレプレナーシップの醸成な
ど、スポーツと学びが交差する新たな
取組みを、引き続き実施していきま
す。
　本取組みは、株式会社TKF Project
兼本学学生の越智啓吾氏の協力のもと
実現いたしました。ご後援いただいた
長沼町様、留寿都村様、大学生インス
トラクターの皆様にも心より感謝申し
上げます。

（産学・地域協働推進機構）

「スポーツ×アントレプレナーシップ教育」を留寿都村・長沼町で開催

準備体操をしている様子 作戦会議の様子

全体集合写真（留寿都村） 全体集合写真（長沼町）

　8月8日（火）に小中学生を対象とし
た起業家教育プログラム「アントレク
エスト　未来への好奇心を育む」を株
式会社Armoryと協力して実施しまし
た。プログラムには小中学生50名が参
加し、ビジネスや社会課題についての
理解を深めるとともに、それを解決す
るためのアイデアを考え、発表しまし
た。また、本プログラムには大学生の
認定ファシリテーターが15名参加し、
参加者のサポートにあたりました。
　本プログラムはゲーム感覚で起業を
体験できる点が一番の特徴で、課題へ
の理解を深め、解決するアイデアを考
える、そして原価や売値の計算など企
業に関連する一連の流れをRPGのよう
な感覚で体験できます。参加者がプロ

グラムを楽しめるような仕掛けがたく
さんあり、子供たちは楽しみながら、
アントレプレナーシップについて学ぶ
ことができました。
　参加者からは「これまでは起業につ
いてのイメージが湧かなかったが、ア
ントレクエストを通じて起業のイメー
ジがついた」「アイデアを考えたり発
表したりする機会がほとんどなかった
ため、新鮮で楽しかった。小中学生が
参加できるイベントは少ないため、今
後はもっとイベントを企画してほしい」
という声が寄せられました。保護者か
らも「子供にはいろんな経験をしてほ
しいと思っている。学校ではビジネス
や起業について学ぶことはほとんどな
いので、今後もぜひ参加させたい」と

の声をいただきました。
　本プログラムはゲーム感覚で楽しく
起業家教育を体験できる非常に有意義
な機会となりました。産学・地域協働
推進機構では引き続き、アントレプレ
ナーシップ教育を実施していきます。
　また、本取組みは株式会社Armory
様の協力のもと実現しました。ご後援
いただいた北海道庁様、札幌市教育委
員会様、HSFC様にも心より感謝申し
上げます。
　詳細に関しましては、産学・地域協
働推進機構 岩城（k-iwaki@mcip.hokudai.ac.jp）
までお問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

起業家教育プログラム「アントレクエスト 未来への好奇心を育む」を開催

開始前のチームの様子 発表準備の様子

ディスカッションの様子 最終発表の様子
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　この度、産学・地域協働推進機構で
はアントレプレナーシップ教育の展開
及び幅広い地域で教育機会を提供する
ことを目的に、スポーツとアントレプ
レナーシップを掛け合わせたイベント
を実施しました。7月30日（日）は新
たに留寿都村にて、8月7日（月）は前
回ご好評いただいた長沼町にて実施し
ました。留寿都村においては22名、長
沼町では10名の小学生が参加し、サッ
カーやバスケットボールなどのスポー
ツを通じてアントレプレナーシップの
学びを行いました。実施に際しては本
学職員と競技経験のある本学学生が指
導にあたりました。
　プログラムでは基礎練習など楽しみ
ながら基本的な競技を行うことに加
え、子供たちはアントレプレナーシッ
プ、特にチームワークや自己効力感に
ついてのレクチャーを受けました。単

なるスポーツ教室ではなく、スポーツ
を通じてチームワークやリーダーシッ
プ、そして失敗しても諦めず努力する
ことの大切さを理解する機会にもなり
ました。
　参加者からは、「自分で目標を設定
して、直すことを意識したので、初め
は一人で攻めていたけれど、途中から
周りを見られるようになった」、「今
回2回目だったけど、とても楽しかっ
たので3回目もやってください」とい
う意見があがりました。実際にプレー
を見ていても、プログラムの途中から
は子供たち同士の声掛けも多く見受け
られ、子供たちの成長を非常に感じる
ことができました。保護者からも「普
段サッカーをする機会がないので、教
えてもらったり、新しいスポーツに触
れることができて良かったです」、
「スポーツを通じて学びを得るイベン

トはあまりないので貴重な経験だっ
た。子供もバスケットボールだけでな
く精神的な部分も成長できたのではな
いかと思います」という前向きな意見
をいただきました。
　スポーツの楽しさを伝えることに加
え、スポーツや交流のための機会創
出、アントレプレナーシップの醸成な
ど、スポーツと学びが交差する新たな
取組みを、引き続き実施していきま
す。
　本取組みは、株式会社TKF Project
兼本学学生の越智啓吾氏の協力のもと
実現いたしました。ご後援いただいた
長沼町様、留寿都村様、大学生インス
トラクターの皆様にも心より感謝申し
上げます。

（産学・地域協働推進機構）

「スポーツ×アントレプレナーシップ教育」を留寿都村・長沼町で開催

準備体操をしている様子 作戦会議の様子

全体集合写真（留寿都村） 全体集合写真（長沼町）

　8月8日（火）に小中学生を対象とし
た起業家教育プログラム「アントレク
エスト　未来への好奇心を育む」を株
式会社Armoryと協力して実施しまし
た。プログラムには小中学生50名が参
加し、ビジネスや社会課題についての
理解を深めるとともに、それを解決す
るためのアイデアを考え、発表しまし
た。また、本プログラムには大学生の
認定ファシリテーターが15名参加し、
参加者のサポートにあたりました。
　本プログラムはゲーム感覚で起業を
体験できる点が一番の特徴で、課題へ
の理解を深め、解決するアイデアを考
える、そして原価や売値の計算など企
業に関連する一連の流れをRPGのよう
な感覚で体験できます。参加者がプロ

グラムを楽しめるような仕掛けがたく
さんあり、子供たちは楽しみながら、
アントレプレナーシップについて学ぶ
ことができました。
　参加者からは「これまでは起業につ
いてのイメージが湧かなかったが、ア
ントレクエストを通じて起業のイメー
ジがついた」「アイデアを考えたり発
表したりする機会がほとんどなかった
ため、新鮮で楽しかった。小中学生が
参加できるイベントは少ないため、今
後はもっとイベントを企画してほしい」
という声が寄せられました。保護者か
らも「子供にはいろんな経験をしてほ
しいと思っている。学校ではビジネス
や起業について学ぶことはほとんどな
いので、今後もぜひ参加させたい」と

の声をいただきました。
　本プログラムはゲーム感覚で楽しく
起業家教育を体験できる非常に有意義
な機会となりました。産学・地域協働
推進機構では引き続き、アントレプレ
ナーシップ教育を実施していきます。
　また、本取組みは株式会社Armory
様の協力のもと実現しました。ご後援
いただいた北海道庁様、札幌市教育委
員会様、HSFC様にも心より感謝申し
上げます。
　詳細に関しましては、産学・地域協
働推進機構 岩城（k-iwaki@mcip.hokudai.ac.jp）
までお問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

起業家教育プログラム「アントレクエスト 未来への好奇心を育む」を開催

開始前のチームの様子 発表準備の様子

ディスカッションの様子 最終発表の様子
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全学ニュース

　7月24日（月）～25日（火）、創成科
学研究棟にて、北キャンパス屋外空間
整備にかかるオープンハウスを開催し
ました。
　オープンハウスとは、会場にパネル
や資料を展示し、常駐した担当者が説
明しながら、利用者のご意見を伺う形
式のことです。
　サステイナビリティ推進機構及び施
設部では、昨年より創成科学研究棟、
北キャンパス総合研究棟5号館及び北
キャンパス総合研究棟8号館に囲われ
たおよそ1.2haの土地を、日常生活を
豊かにしつつイノベーションを創発す
る場となるパブリックスペースとして
整備するため、整備計画の策定を進め

てきました。昨年3回にわたって開催
した学内の教職員、学生等を対象とし
たワークショップや産学連携に関わる
学外のステークホルダーへのヒアリン
グ等を通じて、今年3月に基本計画を
策定したところです。
　今回のオープンハウスは、この基本
計画を皆さんに説明するとともに、
様々な視点から本計画に対する多くの
ご意見をいただき、そのお寄せいただ
いたご意見を可能な限り基本設計に
フィードバックし、パブリックスペー
スの管理運営にも活かすことを目的と
して、実施しました。
　2日間合わせて35名の参加があり、
パブリックスペースの基本設計に参考

となる多くのご意見が寄せられまし
た。また、初めての試みとして実施し
たオープンハウス形式による実施につ
いてアンケートも行ったところ、「率
直な意見を言える場を設けてもらえて
良かった」、「問題点や目的に加え、
様々な活用案を広く知ることができて
良かった」等、多くの肯定的な意見が
寄せられました。
　今後はいただいたご意見を参考にし
ながら、北キャンパス初となる屋外パ
ブリックスペース整備に向けて、設計
を進めてまいります。

（サステイナビリティ推進機構・施設部）

北キャンパス屋外空間整備にかかるオープンハウスを開催

模型を見ながら、参加者から様々な意見をいただきました

整備基本計画の内容についてのプレゼンテーションも
2日間で7回実施しました

参加者の皆さんからいただいた多くの意見は付せんに書きとめ、
旗のような形で模型の周りに整理

　7月16日（日）～8月6日（日）の日程
で、タイ（チュラロンコン大学）、香港
（香港大学）、日本（北海道大学）の
各地域・大学を1週間ずつ巡り、サス
テイナビリティ分野における実践的な
学習体験を行うジョイントサマーキャ
ンプを開催しました。
　本取組は、EA IE（Eu r o p e a n 
Association for International Education）
国際教育フェアの2022年度バルセロナ
大会にて、チュラロンコン大学より、
香港大学と北海道大学の3大学による
合同教育プログラム開催の提案を受
け、検討・実施に至ったもので、広
報・参加費の徴収・出願手続き等、各
重要プロセスを3大学本部がイコール
パートナーとして情報を密に共有しな
がら実施・運営を行う、本学初の試み
となりました。

　参加者を全世界から募り、今年度
は、中国、香港、マカオ、シンガポー
ル、米国、イタリア、イギリスの大学
より12名の学生が参加しました。日本
タームでは、異なる学部・学院の本学
学生も参加し、One Healthをテーマ
に、石塚真由美教授（獣医学研究院）
開講のHokkaidoサマー・インスティ
テュート（HSI）科目にて講義・演習
の機会を得るとともに、円山動物園の
協力を得て建設中のオランウータン館
のバックヤードや動物病院見学等の
フィールド実習も実施し、様々なアク
ターが連携して生態系の保全に取り組
む重要性に対する理解を深めました。
また、肖　蘭特任講師（高等教育推進
機構）を中心に、日本や本学を知って
もらうため日本文化体験やキャンパス
ツアー等の交流型活動も企画されまし
た。

　日本タームにおける最終日には、ク
ロージングセレモニーを行い、チュラ
ロンコン大学担当者（オンライン）、
髙橋　彩理事・副学長（国際連携機構
長）、山口淳二理事・副学長（高等教
育推進機構長）が出席し、開講部局で
ある獣医学研究院の滝口満喜研究院長
より参加証が授与されました。参加者
への修了時アンケートでは、「大変こ
のプログラムが良かった、自分の人生
に大きな影響を与えたし、今後も与え
続けるだろう」、「日本での学修体験
は大変楽しく実りあるものだった」
等、たくさんのポジティブな回答を得
て盛況に終えることができました。
　今後も、国際連携機構・高等教育推
進機構では、本学及び本学学生の国際
化を促すための取り組みを行っていく
予定です。

（国際連携機構・高等教育推進機構）

チュラロンコン大学・香港大学・北海道大学が共同で
ジョイントサマーキャンプを開催

クロージングセレモニー後の集合写真 講義（Environmental Toxicology（Data Analysis））

演習（Environmental Toxicology（Data Analysis））

流しソーメン体験
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　7月24日（月）～25日（火）、創成科
学研究棟にて、北キャンパス屋外空間
整備にかかるオープンハウスを開催し
ました。
　オープンハウスとは、会場にパネル
や資料を展示し、常駐した担当者が説
明しながら、利用者のご意見を伺う形
式のことです。
　サステイナビリティ推進機構及び施
設部では、昨年より創成科学研究棟、
北キャンパス総合研究棟5号館及び北
キャンパス総合研究棟8号館に囲われ
たおよそ1.2haの土地を、日常生活を
豊かにしつつイノベーションを創発す
る場となるパブリックスペースとして
整備するため、整備計画の策定を進め

てきました。昨年3回にわたって開催
した学内の教職員、学生等を対象とし
たワークショップや産学連携に関わる
学外のステークホルダーへのヒアリン
グ等を通じて、今年3月に基本計画を
策定したところです。
　今回のオープンハウスは、この基本
計画を皆さんに説明するとともに、
様々な視点から本計画に対する多くの
ご意見をいただき、そのお寄せいただ
いたご意見を可能な限り基本設計に
フィードバックし、パブリックスペー
スの管理運営にも活かすことを目的と
して、実施しました。
　2日間合わせて35名の参加があり、
パブリックスペースの基本設計に参考

となる多くのご意見が寄せられまし
た。また、初めての試みとして実施し
たオープンハウス形式による実施につ
いてアンケートも行ったところ、「率
直な意見を言える場を設けてもらえて
良かった」、「問題点や目的に加え、
様々な活用案を広く知ることができて
良かった」等、多くの肯定的な意見が
寄せられました。
　今後はいただいたご意見を参考にし
ながら、北キャンパス初となる屋外パ
ブリックスペース整備に向けて、設計
を進めてまいります。

（サステイナビリティ推進機構・施設部）

北キャンパス屋外空間整備にかかるオープンハウスを開催

模型を見ながら、参加者から様々な意見をいただきました

整備基本計画の内容についてのプレゼンテーションも
2日間で7回実施しました

参加者の皆さんからいただいた多くの意見は付せんに書きとめ、
旗のような形で模型の周りに整理

　7月16日（日）～8月6日（日）の日程
で、タイ（チュラロンコン大学）、香港
（香港大学）、日本（北海道大学）の
各地域・大学を1週間ずつ巡り、サス
テイナビリティ分野における実践的な
学習体験を行うジョイントサマーキャ
ンプを開催しました。
　本取組は、EA IE（Eu r o p e a n 
Association for International Education）
国際教育フェアの2022年度バルセロナ
大会にて、チュラロンコン大学より、
香港大学と北海道大学の3大学による
合同教育プログラム開催の提案を受
け、検討・実施に至ったもので、広
報・参加費の徴収・出願手続き等、各
重要プロセスを3大学本部がイコール
パートナーとして情報を密に共有しな
がら実施・運営を行う、本学初の試み
となりました。

　参加者を全世界から募り、今年度
は、中国、香港、マカオ、シンガポー
ル、米国、イタリア、イギリスの大学
より12名の学生が参加しました。日本
タームでは、異なる学部・学院の本学
学生も参加し、One Healthをテーマ
に、石塚真由美教授（獣医学研究院）
開講のHokkaidoサマー・インスティ
テュート（HSI）科目にて講義・演習
の機会を得るとともに、円山動物園の
協力を得て建設中のオランウータン館
のバックヤードや動物病院見学等の
フィールド実習も実施し、様々なアク
ターが連携して生態系の保全に取り組
む重要性に対する理解を深めました。
また、肖　蘭特任講師（高等教育推進
機構）を中心に、日本や本学を知って
もらうため日本文化体験やキャンパス
ツアー等の交流型活動も企画されまし
た。

　日本タームにおける最終日には、ク
ロージングセレモニーを行い、チュラ
ロンコン大学担当者（オンライン）、
髙橋　彩理事・副学長（国際連携機構
長）、山口淳二理事・副学長（高等教
育推進機構長）が出席し、開講部局で
ある獣医学研究院の滝口満喜研究院長
より参加証が授与されました。参加者
への修了時アンケートでは、「大変こ
のプログラムが良かった、自分の人生
に大きな影響を与えたし、今後も与え
続けるだろう」、「日本での学修体験
は大変楽しく実りあるものだった」
等、たくさんのポジティブな回答を得
て盛況に終えることができました。
　今後も、国際連携機構・高等教育推
進機構では、本学及び本学学生の国際
化を促すための取り組みを行っていく
予定です。

（国際連携機構・高等教育推進機構）

チュラロンコン大学・香港大学・北海道大学が共同で
ジョイントサマーキャンプを開催

クロージングセレモニー後の集合写真 講義（Environmental Toxicology（Data Analysis））

演習（Environmental Toxicology（Data Analysis））

流しソーメン体験



北大時報  No.834／令和5年（2023年）9月20

全学ニュース

　北海道教育庁留萌教育局は2022年度
より、SDGsやゼロカーボンを題材に
高校生が本学と連携して管内の課題を
探究し、その成果を発信することで地
域住民のSDGs・ゼロカーボンの理解
促進、行動変容を図るプロジェクトを
行っており、8月9日（水）に、サステ
イナビリティ推進機構と共に本プロ
ジェクトのプレワークショップを百年
記念会館で実施しました。
　2022年度に実施した本事業の参加高
校は留萌高校のみでしたが、2023年度
は留萌管内の5校に拡大して行ってい
ます。今回のプレワークショップに
は、4つの高校から13人の生徒と3人の
教諭、留萌教育局から2人の職員が参
加しました。
　当日ははじめに、生徒たちが自主的
にグループに分かれ、アイスブレーク
と本日の獲得目標の確認を行いまし

た。引き続き、サステイナビリティ推
進機構の加藤　悟教授から、令和5年
版環境・循環型社会・生物多様性白書
を基に、炭素中立・循環経済・自然再
興について解説が行われました。
　昼休みを挟んだ後、「風力発電が野
鳥に与える影響について」と題して、
水産科学研究院の綿貫　豊教授がオン
ラインで講義を行い、洋上風力発電が
もたらす海鳥への3つのリスクなどが
解説されました。
　続いて「北海道沿岸の海藻の状況」
と題して、北方生物圏フィールド科学
センターの四ツ倉典滋教授が講義を行
い、北海道全体及び留萌のコンブ漁獲
量、磯焼けの原因や対策等について具
体例を示しながら解説されました。そ
の後、農学研究院の信濃卓郎教授と、
農学研究院の岩渕和則教授も加わり、
海藻を肥料として利用することについ

て、事例の紹介や、注意すべき点につ
いて解説を行った後、参加者全員で循
環農業システムについての議論が行わ
れた後、「ごみゼロ社会の実現」と題
して、加藤教授からごみ処理方法や、
世界における日本のリサイクル率、ご
み焼却処理率、埋立処分率、世界のプ
ラスチック消費量等について解説が行
われました。
　最後に、今後の探究活動に向けての
質疑応答を行い、プレワークショップ
は終了しました。
　今後は、参加した生徒達がグループ
ごとに探求活動を進め、本学の教員や
院生が指導しながら年度末に向けてプ
ロジェクトの成果をまとめる計画とな
っています。

（サステイナビリティ推進機構）

「留萌管内高等学校・北海道大学SDGs・
ゼロカーボンプロジェクト」プレワークショップを開催

参加者の集合写真（最後列右から、2番目信濃教授、3番目岩渕教授、4番目加藤教授）

オンラインで講義を行う綿貫教授 講義を行う四ツ倉教授

　サステイナビリティ推進機構SDGs
事業推進本部は、北海道放送株式会社
（HBC）と連携し、8月19日（土）に
「北海道大学×HBC SDGs大学 in JT
の森 積丹」を実施しました。HBCと
連携したSDGsに関連する事業である
「SDGs大学」は、小学校5年生から中
学生を対象に、昨年8月に「第1回子ど
もSDGs大学」を、今年1月に「第2回
子どもSDGs大学」を開催し、今回は
大人も子どもも対象とした「SDGs大
学」として、11歳から59歳までの26人
が事前抽選を経て参加しました。
　当日は、朝8時にHBC本社1階ロビ
ーに集合し、貸し切りバスで積丹町余
別町にある「サクラマスサンクチュア
リ」駐車場に移動して、イベントを開
始しました。
　本イベントは、HBCの森結有花アナ
ウンサーの司会により進行しました。
まず、日本たばこ産業株式会社（JT）
北海道支社総合営業第4チームの須賀
久世主任から、JTが全国で9カ所ある
JTの森で、森の手入れを支援する活
動をしていることを紹介し、現在は
「第2期ほっかいどう企業の森林づく

り推進協定」をJTと北海道の間で締
結し、「海を育む水源の森に」をコン
セプトに、積丹では約350haを対象に
森林整備に貢献していることが紹介さ
れました。
　続いて実際に森を管理している積丹
町役場農林水産課の佐藤　理総括主査
より、人工林として、苗木を植樹し、
間伐・造林・下草刈りなどを行ってい
ることが紹介されました。
　引き続き、天然林（二次林）エリア
に移動し、北方生物圏フィールド科学
センター苫小牧研究林の奥田篤志技術
職員から、このエリアの植生の特徴
や、山の栄養分が川を通じて海の豊か
さに繋がっていることなどが紹介され
ました。
　その後、余別コミュニティーセンタ
ーに移動してお昼休みを取ったあと、
センターの横を流れる余別川で生き物
の観察を行いました。
　まず、北方生物圏フィールド科学セ
ンター和歌山研究林の岸田　治准教授
が、余別川に生息する魚の種類や生態
についての説明を行いました。その後
参加者は3つの班に分かれ、①川の魚

を電気ショッカーで捕獲する様子の観
察、②捕獲した魚の体長や重量、胃の
内容物調査の実施、③川底にいる虫等
の捕獲と観察をそれぞれ順番に行いま
した。この調査には、苫小牧研究林よ
り、汲川正次森林技能職員、阿弓将人
森林技能職員、内田次郎森林技能職
員、松岡雄一森林技能職員、環境科学
院修士2年の森山泉梨氏、環境科学院
修士1年の南山以央理氏も加わり、魚
捕獲の実演や、参加者の実習の補助等
を行いました。
　最後に余別コミュニティーセンター
で全体の質疑応答を行い、参加者は、
森が昆虫や水生生物を育て、その生き
物を川の魚が捕食し、それらの魚が海
に出て行って、また産卵のため川に帰
ってくるという、海と川と山の繋がり
について体験を通して深く学びました。
　サステイナビリティ推進機構は、今
後も学外のステークホルダーと連携
し、「持続可能な社会」の実現につな
がる教育・研究の取組・発信を更に進
めていく予定です。

（サステイナビリティ推進機構）

「北海道大学×HBC　SDGs大学 in JTの森　積丹」を開催

説明を行う奥田技術職員（右）と司会の森アナウンサー 説明を行う岸田准教授（右）

魚を電気ショッカーで捕獲する職員 捕獲した魚について説明する様子



北大時報  No.834／令和5年（2023年）9月 21

全学ニュース

　北海道教育庁留萌教育局は2022年度
より、SDGsやゼロカーボンを題材に
高校生が本学と連携して管内の課題を
探究し、その成果を発信することで地
域住民のSDGs・ゼロカーボンの理解
促進、行動変容を図るプロジェクトを
行っており、8月9日（水）に、サステ
イナビリティ推進機構と共に本プロ
ジェクトのプレワークショップを百年
記念会館で実施しました。
　2022年度に実施した本事業の参加高
校は留萌高校のみでしたが、2023年度
は留萌管内の5校に拡大して行ってい
ます。今回のプレワークショップに
は、4つの高校から13人の生徒と3人の
教諭、留萌教育局から2人の職員が参
加しました。
　当日ははじめに、生徒たちが自主的
にグループに分かれ、アイスブレーク
と本日の獲得目標の確認を行いまし

た。引き続き、サステイナビリティ推
進機構の加藤　悟教授から、令和5年
版環境・循環型社会・生物多様性白書
を基に、炭素中立・循環経済・自然再
興について解説が行われました。
　昼休みを挟んだ後、「風力発電が野
鳥に与える影響について」と題して、
水産科学研究院の綿貫　豊教授がオン
ラインで講義を行い、洋上風力発電が
もたらす海鳥への3つのリスクなどが
解説されました。
　続いて「北海道沿岸の海藻の状況」
と題して、北方生物圏フィールド科学
センターの四ツ倉典滋教授が講義を行
い、北海道全体及び留萌のコンブ漁獲
量、磯焼けの原因や対策等について具
体例を示しながら解説されました。そ
の後、農学研究院の信濃卓郎教授と、
農学研究院の岩渕和則教授も加わり、
海藻を肥料として利用することについ

て、事例の紹介や、注意すべき点につ
いて解説を行った後、参加者全員で循
環農業システムについての議論が行わ
れた後、「ごみゼロ社会の実現」と題
して、加藤教授からごみ処理方法や、
世界における日本のリサイクル率、ご
み焼却処理率、埋立処分率、世界のプ
ラスチック消費量等について解説が行
われました。
　最後に、今後の探究活動に向けての
質疑応答を行い、プレワークショップ
は終了しました。
　今後は、参加した生徒達がグループ
ごとに探求活動を進め、本学の教員や
院生が指導しながら年度末に向けてプ
ロジェクトの成果をまとめる計画とな
っています。

（サステイナビリティ推進機構）

「留萌管内高等学校・北海道大学SDGs・
ゼロカーボンプロジェクト」プレワークショップを開催

参加者の集合写真（最後列右から、2番目信濃教授、3番目岩渕教授、4番目加藤教授）

オンラインで講義を行う綿貫教授 講義を行う四ツ倉教授

　サステイナビリティ推進機構SDGs
事業推進本部は、北海道放送株式会社
（HBC）と連携し、8月19日（土）に
「北海道大学×HBC SDGs大学 in JT
の森 積丹」を実施しました。HBCと
連携したSDGsに関連する事業である
「SDGs大学」は、小学校5年生から中
学生を対象に、昨年8月に「第1回子ど
もSDGs大学」を、今年1月に「第2回
子どもSDGs大学」を開催し、今回は
大人も子どもも対象とした「SDGs大
学」として、11歳から59歳までの26人
が事前抽選を経て参加しました。
　当日は、朝8時にHBC本社1階ロビ
ーに集合し、貸し切りバスで積丹町余
別町にある「サクラマスサンクチュア
リ」駐車場に移動して、イベントを開
始しました。
　本イベントは、HBCの森結有花アナ
ウンサーの司会により進行しました。
まず、日本たばこ産業株式会社（JT）
北海道支社総合営業第4チームの須賀
久世主任から、JTが全国で9カ所ある
JTの森で、森の手入れを支援する活
動をしていることを紹介し、現在は
「第2期ほっかいどう企業の森林づく

り推進協定」をJTと北海道の間で締
結し、「海を育む水源の森に」をコン
セプトに、積丹では約350haを対象に
森林整備に貢献していることが紹介さ
れました。
　続いて実際に森を管理している積丹
町役場農林水産課の佐藤　理総括主査
より、人工林として、苗木を植樹し、
間伐・造林・下草刈りなどを行ってい
ることが紹介されました。
　引き続き、天然林（二次林）エリア
に移動し、北方生物圏フィールド科学
センター苫小牧研究林の奥田篤志技術
職員から、このエリアの植生の特徴
や、山の栄養分が川を通じて海の豊か
さに繋がっていることなどが紹介され
ました。
　その後、余別コミュニティーセンタ
ーに移動してお昼休みを取ったあと、
センターの横を流れる余別川で生き物
の観察を行いました。
　まず、北方生物圏フィールド科学セ
ンター和歌山研究林の岸田　治准教授
が、余別川に生息する魚の種類や生態
についての説明を行いました。その後
参加者は3つの班に分かれ、①川の魚

を電気ショッカーで捕獲する様子の観
察、②捕獲した魚の体長や重量、胃の
内容物調査の実施、③川底にいる虫等
の捕獲と観察をそれぞれ順番に行いま
した。この調査には、苫小牧研究林よ
り、汲川正次森林技能職員、阿弓将人
森林技能職員、内田次郎森林技能職
員、松岡雄一森林技能職員、環境科学
院修士2年の森山泉梨氏、環境科学院
修士1年の南山以央理氏も加わり、魚
捕獲の実演や、参加者の実習の補助等
を行いました。
　最後に余別コミュニティーセンター
で全体の質疑応答を行い、参加者は、
森が昆虫や水生生物を育て、その生き
物を川の魚が捕食し、それらの魚が海
に出て行って、また産卵のため川に帰
ってくるという、海と川と山の繋がり
について体験を通して深く学びました。
　サステイナビリティ推進機構は、今
後も学外のステークホルダーと連携
し、「持続可能な社会」の実現につな
がる教育・研究の取組・発信を更に進
めていく予定です。

（サステイナビリティ推進機構）

「北海道大学×HBC　SDGs大学 in JTの森　積丹」を開催

説明を行う奥田技術職員（右）と司会の森アナウンサー 説明を行う岸田准教授（右）

魚を電気ショッカーで捕獲する職員 捕獲した魚について説明する様子
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全学ニュース

8月22日（火）の北海道新聞朝刊に掲載された今年度のキックオフ広告

　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、"Academic Fantasista
（アカデミックファンタジスタ）"。内

閣府が推進する「国民との科学・技術
対話」事業の一環として、北海道新聞
社の協力のもと2012年から継続的に実
施しています。今年度は、31名の研究

者が参加します。

（広報・社会連携本部
 広報・コミュニケーション部門）

「国民との科学・技術対話」支援事業 アカデミックファンタジスタ
今年度は31名の研究者が参加

　大学院教育推進機構先端人材育成セ
ンター、及び文学研究院教養深化プロ
グラムの共催で、8月9日（水）に大学
院生を対象としたキャリア支援セミナ
ー「人文・社会科学系大学院生のステ
ップキャリア形成 Advanced COLA」
を開催しました。本セミナーは、人
文・社会科学博士のキャリアパスの多
様化の促進に向け、産業界等で活躍し
ている企業人を招き、文系大学院での
学びや教養が産業界でどのように活用
できるのか、そして仕事のやりがいや
魅力を学ぶことを目的として平成29年
度より実施しています。
　当日は、文学研究院の藤田　健研究
院長の開会挨拶の後、講演では、NTT
社会情報研究所の横山実紀氏、SAP
ジャパン株式会社の蘇　有安氏、株式
会社三菱総合研究所の薮本沙織氏より

それぞれの学生時代の研究活動やキャ
リアに対する考え、実際に企業で働い
てみて感じたことなどを話していただ
きました。その後の講師によるパネル
ディスカッションと個別相談会では、
参加者から多数の質問があり、活発な
ディスカッションが行われました。
　このセミナーには32名が参加し、終
了後のアンケートでは、「博士進学を
考えていて就職に不安を感じていた
が、民間企業で研究職として活躍で
き、自分の軸に沿った進路選択が可能
であることを講演者の方々の話で知る
ことができて良かった」、「博士課程
での経験を活かして自分に合った企
業・職種を見つけることができれば、
アカデミア以外でも活躍する可能性が
たくさんありそうだと知ることができ
た」等の声が寄せられました。

　北海道大学は第4期中期目標・中期
計画に基づく大学院改革のうち、キャ
リア支援に関して、「学部から博士ま
での一貫したキャリア教育の強化」を
掲げており、先端人材育成センターで
は、博士・博士志望の学生に向けて、
専門性を活かし社会で活躍するための
スキルアップ、進路選択に関する支援
を行っています。また、教養深化プロ
グラムは全ての分野の大学院生に向け
て社会で活躍できる実践力向上のため
のプログラムを提供しています。今後
も、多様なキャリアパスを広げるため
のスキルアップや情報収集に役立つ機
会を提供していきます。

（大学院教育推進機構先端人材育成センター、
文学研究院教養深化プログラム）

「人文・社会科学系大学院生のステップキャリア形成 
Advanced COLA」を開催

藤田文学研究院長から開会挨拶 講演を行う薮本氏

パネルディスカッションで学生の質問に答える蘇氏 座談会で学生の質問に答える横山氏
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全学ニュース

8月22日（火）の北海道新聞朝刊に掲載された今年度のキックオフ広告

　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、"Academic Fantasista
（アカデミックファンタジスタ）"。内

閣府が推進する「国民との科学・技術
対話」事業の一環として、北海道新聞
社の協力のもと2012年から継続的に実
施しています。今年度は、31名の研究

者が参加します。

（広報・社会連携本部
 広報・コミュニケーション部門）

「国民との科学・技術対話」支援事業 アカデミックファンタジスタ
今年度は31名の研究者が参加

　大学院教育推進機構先端人材育成セ
ンター、及び文学研究院教養深化プロ
グラムの共催で、8月9日（水）に大学
院生を対象としたキャリア支援セミナ
ー「人文・社会科学系大学院生のステ
ップキャリア形成 Advanced COLA」
を開催しました。本セミナーは、人
文・社会科学博士のキャリアパスの多
様化の促進に向け、産業界等で活躍し
ている企業人を招き、文系大学院での
学びや教養が産業界でどのように活用
できるのか、そして仕事のやりがいや
魅力を学ぶことを目的として平成29年
度より実施しています。
　当日は、文学研究院の藤田　健研究
院長の開会挨拶の後、講演では、NTT
社会情報研究所の横山実紀氏、SAP
ジャパン株式会社の蘇　有安氏、株式
会社三菱総合研究所の薮本沙織氏より

それぞれの学生時代の研究活動やキャ
リアに対する考え、実際に企業で働い
てみて感じたことなどを話していただ
きました。その後の講師によるパネル
ディスカッションと個別相談会では、
参加者から多数の質問があり、活発な
ディスカッションが行われました。
　このセミナーには32名が参加し、終
了後のアンケートでは、「博士進学を
考えていて就職に不安を感じていた
が、民間企業で研究職として活躍で
き、自分の軸に沿った進路選択が可能
であることを講演者の方々の話で知る
ことができて良かった」、「博士課程
での経験を活かして自分に合った企
業・職種を見つけることができれば、
アカデミア以外でも活躍する可能性が
たくさんありそうだと知ることができ
た」等の声が寄せられました。

　北海道大学は第4期中期目標・中期
計画に基づく大学院改革のうち、キャ
リア支援に関して、「学部から博士ま
での一貫したキャリア教育の強化」を
掲げており、先端人材育成センターで
は、博士・博士志望の学生に向けて、
専門性を活かし社会で活躍するための
スキルアップ、進路選択に関する支援
を行っています。また、教養深化プロ
グラムは全ての分野の大学院生に向け
て社会で活躍できる実践力向上のため
のプログラムを提供しています。今後
も、多様なキャリアパスを広げるため
のスキルアップや情報収集に役立つ機
会を提供していきます。

（大学院教育推進機構先端人材育成センター、
文学研究院教養深化プログラム）

「人文・社会科学系大学院生のステップキャリア形成 
Advanced COLA」を開催

藤田文学研究院長から開会挨拶 講演を行う薮本氏

パネルディスカッションで学生の質問に答える蘇氏 座談会で学生の質問に答える横山氏
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全学ニュース

岸教授講演 グループディスカッションの模様① グループディスカッションの模様②

2日コース集合写真

■部局ニュース

公共政策大学院（公共政策学教育部・
公共政策学連携研究部　略称HOPS）
では、8月24日（木）・25日（金）に
「地方議員・地方公務員向けサマース
クール」を開催しました。
　本講座は、2008年度、地方議会の活
性化と議員の自己啓発・自己研鑽に資
することを目的に「地方議員向けサマ
ースクール」としてスタートし、2016
年度より地方公務員にも門戸を広げて
開講してきたものです。今年度は、道
内から地方議員45名、地方公務員20名
の参加を得ました。
　道内の多くの市町村では、地域によ
って利用者の減少により従来のバス路
線が維持できないなどの状況が見られ
ます。地域の公共交通は、特に車を運
転しない高齢者や子どもにとって必要
不可欠なものです。現在、道内では、
予約型のデマンド交通、情報通信技術
を新たに取り入れたサービスなど、地
域公共交通に関する多様な取組が進行
中です。そこで本サマースクールで
は、持続可能な地域公共交通を構築す

るため、市町村の役割に注目しなが
ら、地方議員や地方公務員が持つべき
基本となる視点や住民との向き合い方
などについて、研究者・実務家による
先行事例等に関する講演やグループデ
ィスカッションを通じて学びました。
　1日目は、「北海道における交通政
策」について北海道総合政策部交通政
策局鉄道担当局長斎藤由彦氏、「住民
サービスとしての公共交通―持続可能
な公共交通の構築に向けて」について
石狩市企画経済部企画課交通担当課長
上窪健一氏、「地域公共交通に関する
データ分析の手法と住民・事業者との
連携」について日本データーサービス
株式会社取締役計画調査部長東本靖史
氏より講演をいただきました。
　2日目は、「持続可能な地域公共交
通の構築における市町村の役割」につ
いて本学工学研究院の岸　邦宏教授の
講演に続いて、HOPS専任教員がファ
シリテーターとなって参加者によるグ
ループディスカッションを行いまし
た。グループディスカッションでは、

住民のニーズを踏まえた公共交通とす
るにはどのような取組が有効か、持続
可能な公共交通とするため議会の果た
すべき役割は何かなどをテーマに、参
加者による活発な意見交換が行われま
した。
　受講者からは、自治体の具体的な事
例や調査の手法に関する話がとてもた
めになった、自分の町にも有効な様々
なアイディアを得ることができたなど
の声が聞かれました。
　また、今回のサマースクールでは、
本学公共政策大学院が実施する日台エ
グゼクティブプログラムにおいて訪日
している台湾の社会人5名が参加しま
した。
　公共政策大学院では、今後も受講者
の方々が最新の知見に触れつつ、互い
に親密なネットワークを形成する契機
となるよう改善を重ねながら本講座の
実施を継続し、地域の活性化・振興に
取り組んでいく所存です。

（公共政策学教育部・公共政策学連携研究部）

公共政策大学院が「持続可能な地域公共交通の構築に向けて
―市町村の役割に注目して」をテーマに「2023年度HOPS
地方議員・地方公務員向けサマースクール」を開催

リサーチタイムズ Facebook

［順不同］

笠井　久会（水産科学研究院 准教授）　「魚の感染症の診断、予防および治療」
黒岩　麻里（理学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「性が決まる仕組みの生物学―消えゆくY染色体の運命」
石垣　侑祐（理学研究院 准教授）　　　「有機化学の常識を打ち破る～世界一への挑戦～」
小林　弘明（理学研究院 准教授）　　　「ナノテクノロジーが拓く新しい電池」
永木愛一郎（理学研究院 教授）　　　　「流れの中で進む新しい有機化学」
吉田　紘行（理学研究院 教授）　　　　「非対称な世界、非対称な物質」
小川美香子（薬学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点／化学反応創成研究拠点 教授）「光を使ってがんを治す」
石原すみれ（先端生命科学研究院 助教）「シンプルな細胞集団の複雑なかたち作り」
矢野　理香（保健科学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「『生きる』、『生活』を支援する看護ケアとその効果」
池田　敦子（保健科学研究院 教授）　　「健康に暮らすための室内環境とは」
福永　久典（保健科学研究院 准教授）　「『両刃の剣』放射線の身体への影響を考える」
菊地　竜也（工学研究院 准教授）　　　「元素の表面を変えて、世界を変える」
宮本　直樹（工学研究院 准教授）　　　「動くがんを狙い撃つ放射線治療技術」
大場　雄介（医学研究院 教授）　　　　「細胞の環境応答システムを見てみよう！」
工藤　與亮（医学研究院 教授）　　　　「人工知能を使って未来の医療を作る」
樋田　京子（歯学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）「血管の多様性を理解して病を治す」
石塚真由美（獣医学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）「毒の不思議」
今内　　覚（獣医学研究院 教授）　　　「新薬開発で動物も病気から救える時代に」
今村　信隆（文学研究院 准教授）　　　「『お静かに！』の歴史からみるミュージアム」
長谷山美紀（情報科学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）「世界を変えるAI研究の最前線」
妹尾　　拓（情報科学研究院 准教授）　「ロボットの速度限界への挑戦」
川本　泰之（北海道大学病院 腫瘍センター 助教）「がんと薬物療法、最新の治療開発」
渡邊　史郎（北海道大学病院 助教）　　「がんに直接放射線を集める診断と治療」
木村　勇気（低温科学研究所 教授）　　「宇宙じんの作り方」
長山　雅晴（電子科学研究所 附属社会創造数学研究センター 教授）「漸化式を使って様々な現象を数式にしてみよう」
中村　誠宏（北方生物圏フィールド科学センター 苫小牧研究林長 教授）「森林生態系の健康診断！」
加藤　博文（アイヌ・先住民研究センター 教授）「いま学ぶアイヌ民族の歴史：先住民研究から世界を見る」
山﨑　圭子（環境健康科学研究教育センター 特任講師）「環境と子どもの発達」
原渕　　祐（創成研究機構 化学反応創成研究拠点 特任准教授）「ロボットとコンピュータによる化学空間探索」
平田　未季（高等教育推進機構 准教授）「『多文化』化する北海道の今を考える―共生に向けて私たちができること」
宮本　　淳（大学院教育推進機構 教授）「未来社会を考える―大学での学びと研究―」

本学の研究を発信するウェブマガジン「リサーチタイムズ」や、アカデミックファンタジスタの公式Facebookでも、講
義レポート等を随時更新しています。ぜひご覧ください。

■リサーチタイムズAcademic Fantasista｜北海道大学　リサーチタイムズ
■アカデミックファンタジスタ公式Facebook @Hokkaido.univ.taiwa
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部局ニュース

岸教授講演 グループディスカッションの模様① グループディスカッションの模様②

2日コース集合写真

■部局ニュース

公共政策大学院（公共政策学教育部・
公共政策学連携研究部　略称HOPS）
では、8月24日（木）・25日（金）に
「地方議員・地方公務員向けサマース
クール」を開催しました。
　本講座は、2008年度、地方議会の活
性化と議員の自己啓発・自己研鑽に資
することを目的に「地方議員向けサマ
ースクール」としてスタートし、2016
年度より地方公務員にも門戸を広げて
開講してきたものです。今年度は、道
内から地方議員45名、地方公務員20名
の参加を得ました。
　道内の多くの市町村では、地域によ
って利用者の減少により従来のバス路
線が維持できないなどの状況が見られ
ます。地域の公共交通は、特に車を運
転しない高齢者や子どもにとって必要
不可欠なものです。現在、道内では、
予約型のデマンド交通、情報通信技術
を新たに取り入れたサービスなど、地
域公共交通に関する多様な取組が進行
中です。そこで本サマースクールで
は、持続可能な地域公共交通を構築す

るため、市町村の役割に注目しなが
ら、地方議員や地方公務員が持つべき
基本となる視点や住民との向き合い方
などについて、研究者・実務家による
先行事例等に関する講演やグループデ
ィスカッションを通じて学びました。
　1日目は、「北海道における交通政
策」について北海道総合政策部交通政
策局鉄道担当局長斎藤由彦氏、「住民
サービスとしての公共交通―持続可能
な公共交通の構築に向けて」について
石狩市企画経済部企画課交通担当課長
上窪健一氏、「地域公共交通に関する
データ分析の手法と住民・事業者との
連携」について日本データーサービス
株式会社取締役計画調査部長東本靖史
氏より講演をいただきました。
　2日目は、「持続可能な地域公共交
通の構築における市町村の役割」につ
いて本学工学研究院の岸　邦宏教授の
講演に続いて、HOPS専任教員がファ
シリテーターとなって参加者によるグ
ループディスカッションを行いまし
た。グループディスカッションでは、

住民のニーズを踏まえた公共交通とす
るにはどのような取組が有効か、持続
可能な公共交通とするため議会の果た
すべき役割は何かなどをテーマに、参
加者による活発な意見交換が行われま
した。
　受講者からは、自治体の具体的な事
例や調査の手法に関する話がとてもた
めになった、自分の町にも有効な様々
なアイディアを得ることができたなど
の声が聞かれました。
　また、今回のサマースクールでは、
本学公共政策大学院が実施する日台エ
グゼクティブプログラムにおいて訪日
している台湾の社会人5名が参加しま
した。
　公共政策大学院では、今後も受講者
の方々が最新の知見に触れつつ、互い
に親密なネットワークを形成する契機
となるよう改善を重ねながら本講座の
実施を継続し、地域の活性化・振興に
取り組んでいく所存です。

（公共政策学教育部・公共政策学連携研究部）

公共政策大学院が「持続可能な地域公共交通の構築に向けて
―市町村の役割に注目して」をテーマに「2023年度HOPS
地方議員・地方公務員向けサマースクール」を開催

リサーチタイムズ Facebook

［順不同］

笠井　久会（水産科学研究院 准教授）　「魚の感染症の診断、予防および治療」
黒岩　麻里（理学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「性が決まる仕組みの生物学―消えゆくY染色体の運命」
石垣　侑祐（理学研究院 准教授）　　　「有機化学の常識を打ち破る～世界一への挑戦～」
小林　弘明（理学研究院 准教授）　　　「ナノテクノロジーが拓く新しい電池」
永木愛一郎（理学研究院 教授）　　　　「流れの中で進む新しい有機化学」
吉田　紘行（理学研究院 教授）　　　　「非対称な世界、非対称な物質」
小川美香子（薬学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点／化学反応創成研究拠点 教授）「光を使ってがんを治す」
石原すみれ（先端生命科学研究院 助教）「シンプルな細胞集団の複雑なかたち作り」
矢野　理香（保健科学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「『生きる』、『生活』を支援する看護ケアとその効果」
池田　敦子（保健科学研究院 教授）　　「健康に暮らすための室内環境とは」
福永　久典（保健科学研究院 准教授）　「『両刃の剣』放射線の身体への影響を考える」
菊地　竜也（工学研究院 准教授）　　　「元素の表面を変えて、世界を変える」
宮本　直樹（工学研究院 准教授）　　　「動くがんを狙い撃つ放射線治療技術」
大場　雄介（医学研究院 教授）　　　　「細胞の環境応答システムを見てみよう！」
工藤　與亮（医学研究院 教授）　　　　「人工知能を使って未来の医療を作る」
樋田　京子（歯学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）「血管の多様性を理解して病を治す」
石塚真由美（獣医学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）「毒の不思議」
今内　　覚（獣医学研究院 教授）　　　「新薬開発で動物も病気から救える時代に」
今村　信隆（文学研究院 准教授）　　　「『お静かに！』の歴史からみるミュージアム」
長谷山美紀（情報科学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点 教授）「世界を変えるAI研究の最前線」
妹尾　　拓（情報科学研究院 准教授）　「ロボットの速度限界への挑戦」
川本　泰之（北海道大学病院 腫瘍センター 助教）「がんと薬物療法、最新の治療開発」
渡邊　史郎（北海道大学病院 助教）　　「がんに直接放射線を集める診断と治療」
木村　勇気（低温科学研究所 教授）　　「宇宙じんの作り方」
長山　雅晴（電子科学研究所 附属社会創造数学研究センター 教授）「漸化式を使って様々な現象を数式にしてみよう」
中村　誠宏（北方生物圏フィールド科学センター 苫小牧研究林長 教授）「森林生態系の健康診断！」
加藤　博文（アイヌ・先住民研究センター 教授）「いま学ぶアイヌ民族の歴史：先住民研究から世界を見る」
山﨑　圭子（環境健康科学研究教育センター 特任講師）「環境と子どもの発達」
原渕　　祐（創成研究機構 化学反応創成研究拠点 特任准教授）「ロボットとコンピュータによる化学空間探索」
平田　未季（高等教育推進機構 准教授）「『多文化』化する北海道の今を考える―共生に向けて私たちができること」
宮本　　淳（大学院教育推進機構 教授）「未来社会を考える―大学での学びと研究―」

本学の研究を発信するウェブマガジン「リサーチタイムズ」や、アカデミックファンタジスタの公式Facebookでも、講
義レポート等を随時更新しています。ぜひご覧ください。

■リサーチタイムズAcademic Fantasista｜北海道大学　リサーチタイムズ
■アカデミックファンタジスタ公式Facebook @Hokkaido.univ.taiwa
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部局ニュース

　総合博物館では札幌市内の公立小学
校の夏休みが始まった最初の週末であ
る7月29日（土）・30日（日）に、様々
な専攻の大学院生20名が「おえかき
ミュージアム　博物館をめぐってオリ
ジナルの絵本を作ろう！」を開催しま
した。このイベントは、2023年度前期
の大学院の授業「博物館コミュニケー
ション特論 学生発案型プロジェクトの
企画・運営・評価」の一環であり、大
学院生達は博物館では夏休みに多く来
館する小学生向けの企画が少ないこと
を課題と捉えて、オリジナルの絵本
『ハカセのさがしもの』を軸に据えた
企画を4月から準備を重ねて実現しま
した。主対象である小学校低学年の児
童には、展示や標本への関心を喚起
し、その保護者には特に博物館におけ
る研究についての理解を深めることを
目指し、絵本の構成と企画の進行を決
めていきました。
　絵本は、エルムちゃんという少女が
総合博物館で出会った博士と一緒に、
博士の大事なものを館内を巡って探す
という内容です。参加者は両日合わせ
て約130名でした。事前申し込みした親
子が大半で、数組が当日に飛び入り参

加しました。参加者は受付で渡された
絵本のあらすじに沿って「ケナガマン
モス」「CAMUIロケット」「オホーツク
文化」「ヤマトタマムシ」「北海道石」
「ニッポノサウルス」の6種類の標本と
展示を巡り、大学院生の解説を聞きな
がらそれらを色鉛筆でスケッチしたり
シールを貼ったりして、博士の大事な
ものを探していきました。最後に、博
士が探していた大事な「フィールドノ
ート」を見つけ、イベントのゴール場
所で、「フィールドノート」のシールを
絵本に貼ってオリジナルの絵本を完成
させました。ゴールでは、古生物学を
専門としている大学院生が、実際に使
用しているフィールドノートを提示し
てその役割を説明しました。また、絵
本の巻末には標本解説を担当した大学
院生が当該分野の研究者による監修を
受けて完成させた解説を掲載し、大人
にも読み応えのある構成としました。
専門外の分野を担当した大学院生も文
献を読み込んで明快な解説を行い、参
加者からご好評をいただきました。
　展示室では、参加者と解説する大学
院生との間だけでなく、参加者同士の
コミュニケーションも見られました。

実施後のアンケートには、児童からは
楽しかった、また参加したいという感
想が綴られ、保護者からは「スケッチ
することでより良く展示や標本を観察
しますし、その素晴らしさを感じるこ
とができました。次々に疑問が出てき
て知りたいと思いました。スタッフの
方との会話も、他の参加者との関わり
も楽しいと感じました」といったコメ
ントが綴られました。大学院生達の参
与観察からも企画内容と学生の対応に
ついて高い評価をいただいたことが確
認できました。
　20名の大学院生で1つの企画を運営
した過程では、グループワークの連携
やスケジュールの管理に関する課題と
反省点も多く、大学院生達には今後、
プロジェクト運営などの場面でこの経
験を活かしていくことが期待されます。
　授業のプロセスを伝える学生の記事
を、次のURL で公開しています。
https://www.museum.hokudai.ac.jp/
education/museummeister/cat/lesson
/communication1/

（総合博物館）

総合博物館が学生企画ワークショップ「おえかきミュージアム」を開催

担当学生
絵本班：作；小笠原浩平（獣医学院）、絵；矢倉鉄平（理学院）
標本班：マンモス；眞下大和（獣医学院）
　　　　CAMUIロケット；栗原史生（総合化学院）、向山　立（農学院）
　　　　オホーツク文化；古郷優平・野田一成（理学院）
　　　　昆虫；岩﨑美穂（理学院）、諏訪友葵奈（環境科学院）
　　　　北海道石；進藤魁人（農学院）、藤田知之（理学院）
　　　　化石；伊藤政矩・多久和隼（理学院）
広報班：池内優季（農学院）、北田翔太郎（国際広報メディア・観光学院）、
　　　　植田知幸・長峰実央・中山夢斗・吉村駿斗・渡辺隼生（理学院）

教員
標本解説監修：針山孝彦（浜松医科大学医学部）
　　　　　　　永田晴紀（工学研究院）
　　　　　　　江田真毅・大原昌宏・北野一平・小林快次（総合博物館）
授業指導：湯浅万紀子（総合博物館）

2023年度　理学院・大学院共通授業「博物館コミュニケーション特論Ⅰ」

　8月5日（土）に、医学研究院 医療AI
開発者養成プログラム及び北海道大学
病院 医療AI研究開発センターが共同
で、特定非営利活動法人メディカルイ
メージラボの協賛のもと、第2回北海
道大学医療AIシンポジウムを開催し
ました。医学部フラテホール及びオン
ライン（Zoom）配信のハイブリッド
形式で行い、当日は、日本国内及び海
外のアカデミア及び医療関係者のみな
らず、民間企業からも多数ご参加いた
だき、盛況のうちに終了しました（参
加者人数　現地：37名、Zoom：167名
（海外：30名））。
　本シンポジウムでは、北海道大学及
び海外の最新の医療AI研究動向の発信
及び医療AIにおける産学連携の更なる
深化を目的とし、「北海道大学のAI研
究」「企業紹介」「海外大学のAI研究」
の3つのセッションを設けました。
　「北海道大学のAI研究」セッショ
ンでは、情報科学研究院メディアダイ
ナミクス研究室の小川貴弘教授、並び
に医学研究院循環病態内科学教室の永
井利幸准教授にご講演をいただきまし
た。小川教授の講演「最先端マルチメ
ディアAI技術の異分野融合研究への
発展的導入」では、情報科学者の視点

から、最先端マルチメディアAI技術
及び土木工学などの分野横断的な研究
応用が紹介されました。永井准教授の
講演「産官学連携による高齢心不全患
者におけるフレイル自動判定プログラ
ム医療機器の開発」では、現在企業と
共同開発中のAIを用いたフレイル
（心不全患者の虚弱状態）の自動判定
のプロジェクトが紹介されました。
　「企業紹介」セッションでは、キヤ
ノンメディカルシステムズ株式会社、
GEヘルスケアジャパン株式会社、中
外製薬株式会社、富士フイルム株式会
社、プラスマン合同株式会社、株式会
社テンクー、United Imaging Healthcare
株式会社及び医療AIプラットフォーム
技術研究組合の計8社が、各社のAIに
関する最新の取り組みを紹介しました。
　「海外大学のAI研究」セッション
では、韓国Seoul National University 
Hospital Department of Radiologyの
Seung Hong Choi教授、並びに米国Yale 
School of Medicine, Department of 
Radiology and Biomedical Imaging PET 
Centerの豊永拓哉氏にご講演をいただ
きました。Choi教授の講演「Insight 
of AI Applications in Korean Medical 
Fields: from Education to Startups」

では、韓国における医療AIの教育か
ら、現在進行しているAI研究や、医療
AIスタートアップ企業の現状が紹介さ
れました。豊永氏の講演「AI-based 
Image Generation for PET: Appropriate 
Applications and Limitations」では、
がんなどの診断に用いられるPET検査
において、減弱マップを作成するため
のCT検査を省略してAIで減弱マップを
生成する取り組みが紹介され、この技
術は医療被ばくの低減に期待されます。
　シンポジウム終了後に行われた情報
交換会では、意見交換やアイデアの共
有が活発に行われ、新たな産学連携の
出発点としても大変有意義な時間とな
りました。
　今後も、医療AI開発者養成プログラ
ム及び医療AI研究開発センターでは、
人脈形成、国際的視野の形成、共同研
究の機会や将来のビジョン、キャリア
パスの形成に繋がるようなイベントを
積極的に開催してまいります。学部
生、大学院生、教職員の皆様の積極的
なご参加をお待ちしております。

（医学研究院）

医学研究院 医療AI開発者養成プログラム及び北海道大学病院 医療AI研究
開発センターが「第2回北海道大学医療AIシンポジウム」を開催

永井准教授のご講演小川教授のご講演

豊永氏のご講演Choi 教授のご講演
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部局ニュース

　総合博物館では札幌市内の公立小学
校の夏休みが始まった最初の週末であ
る7月29日（土）・30日（日）に、様々
な専攻の大学院生20名が「おえかき
ミュージアム　博物館をめぐってオリ
ジナルの絵本を作ろう！」を開催しま
した。このイベントは、2023年度前期
の大学院の授業「博物館コミュニケー
ション特論 学生発案型プロジェクトの
企画・運営・評価」の一環であり、大
学院生達は博物館では夏休みに多く来
館する小学生向けの企画が少ないこと
を課題と捉えて、オリジナルの絵本
『ハカセのさがしもの』を軸に据えた
企画を4月から準備を重ねて実現しま
した。主対象である小学校低学年の児
童には、展示や標本への関心を喚起
し、その保護者には特に博物館におけ
る研究についての理解を深めることを
目指し、絵本の構成と企画の進行を決
めていきました。
　絵本は、エルムちゃんという少女が
総合博物館で出会った博士と一緒に、
博士の大事なものを館内を巡って探す
という内容です。参加者は両日合わせ
て約130名でした。事前申し込みした親
子が大半で、数組が当日に飛び入り参

加しました。参加者は受付で渡された
絵本のあらすじに沿って「ケナガマン
モス」「CAMUIロケット」「オホーツク
文化」「ヤマトタマムシ」「北海道石」
「ニッポノサウルス」の6種類の標本と
展示を巡り、大学院生の解説を聞きな
がらそれらを色鉛筆でスケッチしたり
シールを貼ったりして、博士の大事な
ものを探していきました。最後に、博
士が探していた大事な「フィールドノ
ート」を見つけ、イベントのゴール場
所で、「フィールドノート」のシールを
絵本に貼ってオリジナルの絵本を完成
させました。ゴールでは、古生物学を
専門としている大学院生が、実際に使
用しているフィールドノートを提示し
てその役割を説明しました。また、絵
本の巻末には標本解説を担当した大学
院生が当該分野の研究者による監修を
受けて完成させた解説を掲載し、大人
にも読み応えのある構成としました。
専門外の分野を担当した大学院生も文
献を読み込んで明快な解説を行い、参
加者からご好評をいただきました。
　展示室では、参加者と解説する大学
院生との間だけでなく、参加者同士の
コミュニケーションも見られました。

実施後のアンケートには、児童からは
楽しかった、また参加したいという感
想が綴られ、保護者からは「スケッチ
することでより良く展示や標本を観察
しますし、その素晴らしさを感じるこ
とができました。次々に疑問が出てき
て知りたいと思いました。スタッフの
方との会話も、他の参加者との関わり
も楽しいと感じました」といったコメ
ントが綴られました。大学院生達の参
与観察からも企画内容と学生の対応に
ついて高い評価をいただいたことが確
認できました。
　20名の大学院生で1つの企画を運営
した過程では、グループワークの連携
やスケジュールの管理に関する課題と
反省点も多く、大学院生達には今後、
プロジェクト運営などの場面でこの経
験を活かしていくことが期待されます。
　授業のプロセスを伝える学生の記事
を、次のURL で公開しています。
https://www.museum.hokudai.ac.jp/
education/museummeister/cat/lesson
/communication1/

（総合博物館）

総合博物館が学生企画ワークショップ「おえかきミュージアム」を開催

担当学生
絵本班：作；小笠原浩平（獣医学院）、絵；矢倉鉄平（理学院）
標本班：マンモス；眞下大和（獣医学院）
　　　　CAMUIロケット；栗原史生（総合化学院）、向山　立（農学院）
　　　　オホーツク文化；古郷優平・野田一成（理学院）
　　　　昆虫；岩﨑美穂（理学院）、諏訪友葵奈（環境科学院）
　　　　北海道石；進藤魁人（農学院）、藤田知之（理学院）
　　　　化石；伊藤政矩・多久和隼（理学院）
広報班：池内優季（農学院）、北田翔太郎（国際広報メディア・観光学院）、
　　　　植田知幸・長峰実央・中山夢斗・吉村駿斗・渡辺隼生（理学院）

教員
標本解説監修：針山孝彦（浜松医科大学医学部）
　　　　　　　永田晴紀（工学研究院）
　　　　　　　江田真毅・大原昌宏・北野一平・小林快次（総合博物館）
授業指導：湯浅万紀子（総合博物館）

2023年度　理学院・大学院共通授業「博物館コミュニケーション特論Ⅰ」

　8月5日（土）に、医学研究院 医療AI
開発者養成プログラム及び北海道大学
病院 医療AI研究開発センターが共同
で、特定非営利活動法人メディカルイ
メージラボの協賛のもと、第2回北海
道大学医療AIシンポジウムを開催し
ました。医学部フラテホール及びオン
ライン（Zoom）配信のハイブリッド
形式で行い、当日は、日本国内及び海
外のアカデミア及び医療関係者のみな
らず、民間企業からも多数ご参加いた
だき、盛況のうちに終了しました（参
加者人数　現地：37名、Zoom：167名
（海外：30名））。
　本シンポジウムでは、北海道大学及
び海外の最新の医療AI研究動向の発信
及び医療AIにおける産学連携の更なる
深化を目的とし、「北海道大学のAI研
究」「企業紹介」「海外大学のAI研究」
の3つのセッションを設けました。
　「北海道大学のAI研究」セッショ
ンでは、情報科学研究院メディアダイ
ナミクス研究室の小川貴弘教授、並び
に医学研究院循環病態内科学教室の永
井利幸准教授にご講演をいただきまし
た。小川教授の講演「最先端マルチメ
ディアAI技術の異分野融合研究への
発展的導入」では、情報科学者の視点

から、最先端マルチメディアAI技術
及び土木工学などの分野横断的な研究
応用が紹介されました。永井准教授の
講演「産官学連携による高齢心不全患
者におけるフレイル自動判定プログラ
ム医療機器の開発」では、現在企業と
共同開発中のAIを用いたフレイル
（心不全患者の虚弱状態）の自動判定
のプロジェクトが紹介されました。
　「企業紹介」セッションでは、キヤ
ノンメディカルシステムズ株式会社、
GEヘルスケアジャパン株式会社、中
外製薬株式会社、富士フイルム株式会
社、プラスマン合同株式会社、株式会
社テンクー、United Imaging Healthcare
株式会社及び医療AIプラットフォーム
技術研究組合の計8社が、各社のAIに
関する最新の取り組みを紹介しました。
　「海外大学のAI研究」セッション
では、韓国Seoul National University 
Hospital Department of Radiologyの
Seung Hong Choi教授、並びに米国Yale 
School of Medicine, Department of 
Radiology and Biomedical Imaging PET 
Centerの豊永拓哉氏にご講演をいただ
きました。Choi教授の講演「Insight 
of AI Applications in Korean Medical 
Fields: from Education to Startups」

では、韓国における医療AIの教育か
ら、現在進行しているAI研究や、医療
AIスタートアップ企業の現状が紹介さ
れました。豊永氏の講演「AI-based 
Image Generation for PET: Appropriate 
Applications and Limitations」では、
がんなどの診断に用いられるPET検査
において、減弱マップを作成するため
のCT検査を省略してAIで減弱マップを
生成する取り組みが紹介され、この技
術は医療被ばくの低減に期待されます。
　シンポジウム終了後に行われた情報
交換会では、意見交換やアイデアの共
有が活発に行われ、新たな産学連携の
出発点としても大変有意義な時間とな
りました。
　今後も、医療AI開発者養成プログラ
ム及び医療AI研究開発センターでは、
人脈形成、国際的視野の形成、共同研
究の機会や将来のビジョン、キャリア
パスの形成に繋がるようなイベントを
積極的に開催してまいります。学部
生、大学院生、教職員の皆様の積極的
なご参加をお待ちしております。

（医学研究院）

医学研究院 医療AI開発者養成プログラム及び北海道大学病院 医療AI研究
開発センターが「第2回北海道大学医療AIシンポジウム」を開催

永井准教授のご講演小川教授のご講演

豊永氏のご講演Choi 教授のご講演
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部局ニュース

　医学研究院・医学院・医学部、歯学
研究院・歯学院・歯学部、保健科学研
究院・保健科学院・医学部保健学科、
北海道大学病院では、8月10日（木）
に北海道大学納骨堂（札幌市豊平区平
岸）において、医学及び歯学の教育・
研究のため尊い御遺体をささげられた

御霊の御冥福をお祈りする慰霊式を執
り行いました。
 慰霊式には、寳金清博総長、畠山鎮
次医学研究院長・医学院長・医学部
長、網塚憲生歯学研究院長・歯学院
長・歯学部長、矢野理香保健科学研究
院長・保健科学院長・医学部保健学科

長、南須原康行北海道大学副病院長ら
19名が参列し、参列者全員による黙祷
及び献花を行い、厳粛のうちに慰霊式
が終了しました。

（医学研究院・医学院・医学部）

北海道大学納骨堂慰霊式を挙行

参列者による黙祷 献花をする寳金総長 献花をする畠山医学部長

　歯学研究院では、URAステーション
の協力の下、8月3日（木）に「若手研
究者のための科研費申請書の書き方セ
ミナー」を開催しました。
　昨年度から、歯学研究院とURAとの
共同企画として、公募型研究費の応募
件数及び採択率の向上のためのセミナ
ーを開催していますが、今回は歯学系
教員等のFD講演会との共催として開催
し、50名を超える参加者がありました。
　まず、URAステーションの佐藤　崇
URAから、学内各部局における科学研
究費申請の現状に関して説明があった

後、昨年度から今年度にかけて歯学研
究院の新任教授として着任した城戸幹
太氏（歯科麻酔学教室）、宮治裕史氏
（臨床教育部）及び友清　淳氏（歯科
保存学教室）から、科研費獲得につい
て自身の苦い失敗経験を交えた様々な
成功例について説明がありました。
　若手の3教授からの説明では、親しみ
のある穏やかな口調の中にも、各自の
研究テーマを鋭い切り口で掘り下げ、
科研費の採択に繋げた金言が随所に披
露され、終了後のアンケートでも、「自
分のモチベーションの方向が間違って

いたことを気づかせてくれた」「採択
されている先生方でも、共通認識の部
分とそうではない部分があり、参考に
なった」「話がうまかった。面白かっ
たので、途中で抜けられなかった」な
ど、今後の応募、採択状況を期待させ
る意見が数多く寄せられました。
　歯学研究院では、引き続きURAス
テーションと緊密に連携し、研究支援
の取り組みを強化していくこととして
います。

（歯学院・歯学研究院・歯学部）

歯学研究院で「若手研究者のための科研費申請書の書き方セミナー」を開催

セミナーの様子

　薬学部生涯教育特別講座は、北大薬
学部同窓生を含む医療関係及び関連領
域の仕事に従事される方を対象に、医
療における諸問題について最新の情報
を提供することを目的として実施され
ています。
　7月28日（金）、薬学部臨床薬学講義
室において夏季講演会が開催され、薬
局や病院などの薬剤師の方々をはじ
め、薬学部学生や教員等68名が参加し
ました。

　今回は杏林大学医学部　糖尿病・内
分泌・代謝内科学分野　講師／医学部
附属病院　外来医長の近藤琢磨先生に
「糖尿病の科学と実践－最近の話題」
のタイトルでご講演いただきました。
講演では、糖尿病に関する幅広い内容
について、病態から最新の治療、さら
に社会的な活動まで網羅的に取り上
げ、具体的なデータや実際の取り組み
に触れながら大変分かりやすく解説し
てくださいました。会場からはたくさ

んの質問が寄せられ、活発な議論が行
われました。「今回の講演でますます
糖尿病の勉強に興味がわきました」
「最新の情報や意外な内容が良い学び
となりました」「糖尿病の基礎から応
用まで幅広く解説いただき、とても有
意義でした」など多くの意見が寄せら
れました。

（薬学研究院・薬学部）

薬学部が「第24回生涯教育特別講座夏季講演会」を開催

講師の近藤外来医長と会場の様子

　薬学研究院では、8月8日（火）に
「第17回薬学研究院研究発表会」を開
催しました。本発表会は、教員のプレ
ゼンテーション能力向上及び、他分野
の研究に関する理解を深めることによ
る共同研究の活性化を目的として、平
成24年度に始まり、FD研修会を兼ね
て、年2回実施しています。新型コロ
ナウイルス感染予防のためしばらく
Zoomによるリモート形式での開催で
したが、今年度は対面により開催して

います。
　発表会は、木原章雄薬学研究院長に
よる開会の挨拶の後、RNA生物学研
究室の横井佐織助教による「メダカの
親密度に依存した社会性行動とその分
子神経基盤解析」と題する発表及び、
創薬センター・有機合成医薬学部門の
薬師寺文華准教授による「エピジェネ
ティクス制御化合物の創製研究」と題
する発表の2件の研究発表が行われま
した。

　本発表会には、教員44名が参加し、
様々な分野の教員から発表者への質問
があり、活発な討論が交わされまし
た。教員の異分野への知見の拡大やプ
レゼンテーション能力の向上に、また
共同研究の活性化に繋がる非常に良い
機会であり、大変有意義な会となりま
した。次回は令和6年3月に開催予定で
す。

（薬学研究院・薬学部）

薬学研究院が「第17回薬学研究院研究発表会」を開催

発表する横井助教 発表する薬師寺准教授



北大時報  No.834／令和5年（2023年）9月 29

部局ニュース

　医学研究院・医学院・医学部、歯学
研究院・歯学院・歯学部、保健科学研
究院・保健科学院・医学部保健学科、
北海道大学病院では、8月10日（木）
に北海道大学納骨堂（札幌市豊平区平
岸）において、医学及び歯学の教育・
研究のため尊い御遺体をささげられた

御霊の御冥福をお祈りする慰霊式を執
り行いました。
 慰霊式には、寳金清博総長、畠山鎮
次医学研究院長・医学院長・医学部
長、網塚憲生歯学研究院長・歯学院
長・歯学部長、矢野理香保健科学研究
院長・保健科学院長・医学部保健学科

長、南須原康行北海道大学副病院長ら
19名が参列し、参列者全員による黙祷
及び献花を行い、厳粛のうちに慰霊式
が終了しました。

（医学研究院・医学院・医学部）

北海道大学納骨堂慰霊式を挙行

参列者による黙祷 献花をする寳金総長 献花をする畠山医学部長

　歯学研究院では、URAステーション
の協力の下、8月3日（木）に「若手研
究者のための科研費申請書の書き方セ
ミナー」を開催しました。
　昨年度から、歯学研究院とURAとの
共同企画として、公募型研究費の応募
件数及び採択率の向上のためのセミナ
ーを開催していますが、今回は歯学系
教員等のFD講演会との共催として開催
し、50名を超える参加者がありました。
　まず、URAステーションの佐藤　崇
URAから、学内各部局における科学研
究費申請の現状に関して説明があった

後、昨年度から今年度にかけて歯学研
究院の新任教授として着任した城戸幹
太氏（歯科麻酔学教室）、宮治裕史氏
（臨床教育部）及び友清　淳氏（歯科
保存学教室）から、科研費獲得につい
て自身の苦い失敗経験を交えた様々な
成功例について説明がありました。
　若手の3教授からの説明では、親しみ
のある穏やかな口調の中にも、各自の
研究テーマを鋭い切り口で掘り下げ、
科研費の採択に繋げた金言が随所に披
露され、終了後のアンケートでも、「自
分のモチベーションの方向が間違って

いたことを気づかせてくれた」「採択
されている先生方でも、共通認識の部
分とそうではない部分があり、参考に
なった」「話がうまかった。面白かっ
たので、途中で抜けられなかった」な
ど、今後の応募、採択状況を期待させ
る意見が数多く寄せられました。
　歯学研究院では、引き続きURAス
テーションと緊密に連携し、研究支援
の取り組みを強化していくこととして
います。

（歯学院・歯学研究院・歯学部）

歯学研究院で「若手研究者のための科研費申請書の書き方セミナー」を開催

セミナーの様子

　薬学部生涯教育特別講座は、北大薬
学部同窓生を含む医療関係及び関連領
域の仕事に従事される方を対象に、医
療における諸問題について最新の情報
を提供することを目的として実施され
ています。
　7月28日（金）、薬学部臨床薬学講義
室において夏季講演会が開催され、薬
局や病院などの薬剤師の方々をはじ
め、薬学部学生や教員等68名が参加し
ました。

　今回は杏林大学医学部　糖尿病・内
分泌・代謝内科学分野　講師／医学部
附属病院　外来医長の近藤琢磨先生に
「糖尿病の科学と実践－最近の話題」
のタイトルでご講演いただきました。
講演では、糖尿病に関する幅広い内容
について、病態から最新の治療、さら
に社会的な活動まで網羅的に取り上
げ、具体的なデータや実際の取り組み
に触れながら大変分かりやすく解説し
てくださいました。会場からはたくさ

んの質問が寄せられ、活発な議論が行
われました。「今回の講演でますます
糖尿病の勉強に興味がわきました」
「最新の情報や意外な内容が良い学び
となりました」「糖尿病の基礎から応
用まで幅広く解説いただき、とても有
意義でした」など多くの意見が寄せら
れました。

（薬学研究院・薬学部）

薬学部が「第24回生涯教育特別講座夏季講演会」を開催

講師の近藤外来医長と会場の様子

　薬学研究院では、8月8日（火）に
「第17回薬学研究院研究発表会」を開
催しました。本発表会は、教員のプレ
ゼンテーション能力向上及び、他分野
の研究に関する理解を深めることによ
る共同研究の活性化を目的として、平
成24年度に始まり、FD研修会を兼ね
て、年2回実施しています。新型コロ
ナウイルス感染予防のためしばらく
Zoomによるリモート形式での開催で
したが、今年度は対面により開催して

います。
　発表会は、木原章雄薬学研究院長に
よる開会の挨拶の後、RNA生物学研
究室の横井佐織助教による「メダカの
親密度に依存した社会性行動とその分
子神経基盤解析」と題する発表及び、
創薬センター・有機合成医薬学部門の
薬師寺文華准教授による「エピジェネ
ティクス制御化合物の創製研究」と題
する発表の2件の研究発表が行われま
した。

　本発表会には、教員44名が参加し、
様々な分野の教員から発表者への質問
があり、活発な討論が交わされまし
た。教員の異分野への知見の拡大やプ
レゼンテーション能力の向上に、また
共同研究の活性化に繋がる非常に良い
機会であり、大変有意義な会となりま
した。次回は令和6年3月に開催予定で
す。

（薬学研究院・薬学部）

薬学研究院が「第17回薬学研究院研究発表会」を開催

発表する横井助教 発表する薬師寺准教授
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部局ニュース

　農学部・農学院では、シンガポール
国立大学（NUS）との「Joint Summer 
Programme in Japan and Singapore」
を、コロナによる影響もあり、3年ぶり
に対面で開催しました。6月12日（月）
～16日（金）は、農学部・農学院が主
催し、8月7日（月）～11日（金）は、
NUSがプログラムをホストし、シンガ
ポールで開催されました。このプログ
ラムは、2018年度から始まったもの
で、海外ラーニング・サテライト事業
にも採択されています。
「Joint Summer Programme in Japan 

and Singapore」は、両大学で開催する
約1週間の現地開催プログラムと、そ
の準備・予習である1週間のE-learning
が1セットになり、計2セットをそれぞ
れ札幌とシンガポールで行うシャトル
プログラムです。今年度のプログラム
には、農学部・農学院の学生10名とシ
ンガポール国立大学理学部の学生20名
が参加しました。
　このプログラムでは、地理、歴史、
気候等の環境条件を元に地域で積み重
ねられた文化であり産業である農業に
ついて、文化的背景の異なる国の学生
達が、それぞれの食料生産、加工や流
通技術等の学びを通じて、農業や食へ
の総合的な理解を相互に深め、グロー
バル化時代における農業のあり方を考
える内容となっています。具体的に
は、これまでの①農業、食産業の歴史
と文化②水資源と環境対策③植物工場
とIT農業④遺伝子組み換え作物⑤国
の経済を支える食産業⑥食品流通⑦食
産業に関わる人材育成に加えて、⑧持
続可能農業（SDGs）ついて学び、両
国の事情を比較しながら、農業や食に
ついての理解を深めました。
　6月の札幌プログラムでは、北海道の
農業の歴史について座学の後、日本人
の主食であるコメについて、北海道で
の稲作を体験する田植え実習及び農業
副産物利用としての稲わらからの「わら
じ」製造実習を札幌キャンパス農場で
行いました。園芸作物については、北

海道大学余市果樹園でのリンゴの摘果
実習、小果樹の多様性とその育種につ
いての学習、貯蔵期間の短い果樹作物
の加工技術としてリンゴジャム作り、か
つての農家では主要な換金副業であっ
た養蚕について、実際に蚕に触れなが
ら最先端の知見の学習と、マーケティ
ング学習として中央卸売市場を見学、
先進農業学習としてロボットトラクタ
ー実演見学、そして、泥炭土壌を耕作
地へと転換した困難な歴史と技術を学
び、水資源事情及び環境対策の学習と
して新桂沢ダム、石狩川頭首工、篠津
中央土地改良区の見学等を行いました。
　8月のシンガポールプログラムでは、
狭い国土、天然資源に乏しいという短
所を乗り越えるべく、野菜の溶液栽培
のため建物屋上を活用するというシン
ガポールの農業事情を学びました。ま
た、食品の多くを輸入に依存している
ため、食の安全に対する先進的な取り
組みと人材育成についても学びまし
た。講義が行われたNUS理学部のエレ
ベーターの扉には「Overpopulation and 
rapid industrialization are straining 
water resources in landlocked areas. 
Can you resolve water scarcity?」等
のシンガポールの現在・将来の主要課
題が書かれており、人材育成にかける
NUSの真剣な姿勢を感じました。ま
た、学生の時期から自身の専門につい
て起業を強力にサポートする等、基礎
研究だけに留まらない人材の育成を行
っていることが印象的でした。シンガ
ポールは食料リサイクルも重視してお
り、フードウェスト・ロスを減らす政
策や技術、例えばミズアブ科の昆虫を
利用して生ゴミの栄養分を幼虫に蓄積
させ、それを昆虫食等として利用する
ための技術開発に取り組んでいます。
これらによって、2030年までに国内食
料自給率を30％とする「30 by 30」政
策の実現に貢献しようとしています。
　講義では、アクティブラーニング等
ディスカッションを交えた座学によ
り、各講義テーマについて、積極的に

学生が参加したことに加え、両大学と
もに現場での実習・見学を多く取り入
れたプログラム構成としたことで、学
生は実践・実効的な研究や取り組みを
直接体験し、座学で学んだ知識を具体
的にイメージしながら理解、吸収して
いることが見て取れました。
　両大学の学生は、札幌そしてシンガ
ポールでの生活や、グループ活動の中
で大いに学び、タイトなスケジュール
の中でも学生主体で積極的に活動し、
シンガポール独立記念日を共に祝福す
る等大いに交流も深めました。今回、
NUSの教員・学生との会話の中で、
「自分たちの常識は、必ずしも世界の
常識ではない」ということを、経験を
通じて実感することの重要さが話題に
あがりました。本プログラムのメッセ
ージが伝わっている手ごたえを感じ、
今年度のプログラムを終えました。

（農学院・農学部）

農学部・農学院とシンガポール国立大学間における「Joint Summer Programme 
in Japan and Singapore」～Agriculture as a domestic culture & 
industry in a new globalization era～を対面開催

北大余市果樹園にて

北大農場での田植え作業体験

シンガポール SG Veg Farmsにて

　農学院・農学研究院では、7月31日
（月）に留学生見学旅行を開催しまし
た。留学生見学旅行は、留学生同士の
交流を深めるとともに、北海道の様々
な産業に触れることを目的として約40
年前から開催しています。コロナ禍に
より実施できない時期を経て4年ぶり
の開催となりました。今年は14か国か
らの留学生25名と教職員4名、サポー

ト役の日本人学生2名が参加しました。
　午前中は、余市町にある北方生物圏
フィールド科学センター余市果樹園に
於いて星野洋一郎教授、生田　稔技術
職員、平山賢太郎技術職員より果樹や
果樹栽培等について説明を受け、午後
はブルーベリーやラズベリーの収穫作
業を体験し、旬の果実を試食しまし
た。その後、小樽市内に移動し、堺町

通りや運河周辺を散策しました。
　余市果樹園の雄大な自然に囲まれな
がら、北海道の特色有る農業について
学び、更に国・地域や研究室の域を超
えて幅広く交流でき、留学生にとって
充実した1日になりました。

（農学院・農学研究院）

農学院・農学研究院において「留学生見学旅行」を開催

余市果樹園で星野教授より説明を受ける留学生余市果樹園での集合写真

堺町通りを散策した留学生

余市果樹園でラズベリーを試食する留学生
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部局ニュース

　農学部・農学院では、シンガポール
国立大学（NUS）との「Joint Summer 
Programme in Japan and Singapore」
を、コロナによる影響もあり、3年ぶり
に対面で開催しました。6月12日（月）
～16日（金）は、農学部・農学院が主
催し、8月7日（月）～11日（金）は、
NUSがプログラムをホストし、シンガ
ポールで開催されました。このプログ
ラムは、2018年度から始まったもの
で、海外ラーニング・サテライト事業
にも採択されています。
「Joint Summer Programme in Japan 

and Singapore」は、両大学で開催する
約1週間の現地開催プログラムと、そ
の準備・予習である1週間のE-learning
が1セットになり、計2セットをそれぞ
れ札幌とシンガポールで行うシャトル
プログラムです。今年度のプログラム
には、農学部・農学院の学生10名とシ
ンガポール国立大学理学部の学生20名
が参加しました。
　このプログラムでは、地理、歴史、
気候等の環境条件を元に地域で積み重
ねられた文化であり産業である農業に
ついて、文化的背景の異なる国の学生
達が、それぞれの食料生産、加工や流
通技術等の学びを通じて、農業や食へ
の総合的な理解を相互に深め、グロー
バル化時代における農業のあり方を考
える内容となっています。具体的に
は、これまでの①農業、食産業の歴史
と文化②水資源と環境対策③植物工場
とIT農業④遺伝子組み換え作物⑤国
の経済を支える食産業⑥食品流通⑦食
産業に関わる人材育成に加えて、⑧持
続可能農業（SDGs）ついて学び、両
国の事情を比較しながら、農業や食に
ついての理解を深めました。
　6月の札幌プログラムでは、北海道の
農業の歴史について座学の後、日本人
の主食であるコメについて、北海道で
の稲作を体験する田植え実習及び農業
副産物利用としての稲わらからの「わら
じ」製造実習を札幌キャンパス農場で
行いました。園芸作物については、北

海道大学余市果樹園でのリンゴの摘果
実習、小果樹の多様性とその育種につ
いての学習、貯蔵期間の短い果樹作物
の加工技術としてリンゴジャム作り、か
つての農家では主要な換金副業であっ
た養蚕について、実際に蚕に触れなが
ら最先端の知見の学習と、マーケティ
ング学習として中央卸売市場を見学、
先進農業学習としてロボットトラクタ
ー実演見学、そして、泥炭土壌を耕作
地へと転換した困難な歴史と技術を学
び、水資源事情及び環境対策の学習と
して新桂沢ダム、石狩川頭首工、篠津
中央土地改良区の見学等を行いました。
　8月のシンガポールプログラムでは、
狭い国土、天然資源に乏しいという短
所を乗り越えるべく、野菜の溶液栽培
のため建物屋上を活用するというシン
ガポールの農業事情を学びました。ま
た、食品の多くを輸入に依存している
ため、食の安全に対する先進的な取り
組みと人材育成についても学びまし
た。講義が行われたNUS理学部のエレ
ベーターの扉には「Overpopulation and 
rapid industrialization are straining 
water resources in landlocked areas. 
Can you resolve water scarcity?」等
のシンガポールの現在・将来の主要課
題が書かれており、人材育成にかける
NUSの真剣な姿勢を感じました。ま
た、学生の時期から自身の専門につい
て起業を強力にサポートする等、基礎
研究だけに留まらない人材の育成を行
っていることが印象的でした。シンガ
ポールは食料リサイクルも重視してお
り、フードウェスト・ロスを減らす政
策や技術、例えばミズアブ科の昆虫を
利用して生ゴミの栄養分を幼虫に蓄積
させ、それを昆虫食等として利用する
ための技術開発に取り組んでいます。
これらによって、2030年までに国内食
料自給率を30％とする「30 by 30」政
策の実現に貢献しようとしています。
　講義では、アクティブラーニング等
ディスカッションを交えた座学によ
り、各講義テーマについて、積極的に

学生が参加したことに加え、両大学と
もに現場での実習・見学を多く取り入
れたプログラム構成としたことで、学
生は実践・実効的な研究や取り組みを
直接体験し、座学で学んだ知識を具体
的にイメージしながら理解、吸収して
いることが見て取れました。
　両大学の学生は、札幌そしてシンガ
ポールでの生活や、グループ活動の中
で大いに学び、タイトなスケジュール
の中でも学生主体で積極的に活動し、
シンガポール独立記念日を共に祝福す
る等大いに交流も深めました。今回、
NUSの教員・学生との会話の中で、
「自分たちの常識は、必ずしも世界の
常識ではない」ということを、経験を
通じて実感することの重要さが話題に
あがりました。本プログラムのメッセ
ージが伝わっている手ごたえを感じ、
今年度のプログラムを終えました。

（農学院・農学部）

農学部・農学院とシンガポール国立大学間における「Joint Summer Programme 
in Japan and Singapore」～Agriculture as a domestic culture & 
industry in a new globalization era～を対面開催

北大余市果樹園にて

北大農場での田植え作業体験

シンガポール SG Veg Farmsにて

　農学院・農学研究院では、7月31日
（月）に留学生見学旅行を開催しまし
た。留学生見学旅行は、留学生同士の
交流を深めるとともに、北海道の様々
な産業に触れることを目的として約40
年前から開催しています。コロナ禍に
より実施できない時期を経て4年ぶり
の開催となりました。今年は14か国か
らの留学生25名と教職員4名、サポー

ト役の日本人学生2名が参加しました。
　午前中は、余市町にある北方生物圏
フィールド科学センター余市果樹園に
於いて星野洋一郎教授、生田　稔技術
職員、平山賢太郎技術職員より果樹や
果樹栽培等について説明を受け、午後
はブルーベリーやラズベリーの収穫作
業を体験し、旬の果実を試食しまし
た。その後、小樽市内に移動し、堺町

通りや運河周辺を散策しました。
　余市果樹園の雄大な自然に囲まれな
がら、北海道の特色有る農業について
学び、更に国・地域や研究室の域を超
えて幅広く交流でき、留学生にとって
充実した1日になりました。

（農学院・農学研究院）

農学院・農学研究院において「留学生見学旅行」を開催

余市果樹園で星野教授より説明を受ける留学生余市果樹園での集合写真

堺町通りを散策した留学生

余市果樹園でラズベリーを試食する留学生
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部局ニュース

　水産学部では7月1日（土）から8月
19日（土）までの期間で、公開講座
「海をまるごとサイエンス！」（全5
回）を開講しました。本講座は今年で
37回目の開催となりました。函館キャ
ンパス内講義棟を会場として、対面及
びオンラインで同時開催し、昨年度と
比べ30名程多い延べ472名の方に受講
いただきました。
　本講座では、海洋に関する幅広いテ
ーマを一般の方々に紹介し、海洋科学

の理解を深めることを目的としてお
り、今年度は、カキの成長に影響する
“動き”の研究、ウニ養殖の最新情報
や食品としての健康機能、噴火湾にお
けるソウハチの生態、ヤドカリの“駆
け引き”などの行動に関する研究、さ
らにプランクトンの役割や赤潮発生の
メカニズムなどについて、全5回の講
演を行いました。
　参加者は、各講演を興味深く傾聴す
るとともに、各回の講演後に設けた質

疑応答において講師との活発な意見交
換が行われ、海洋への興味を深めるだ
けでなく、環境保護や持続可能な資源
利用に関する意識を高める機会となり
ました。
　今後も、水産学部では、様々な形で
海洋科学の普及活動を展開していきま
す。

（水産科学院・水産科学研究院・水産学部）

令和5年度水産学部公開講座「海をまるごとサイエンス！」が終了

都木靖彰水産学部長による開講の挨拶 対面講義の受講風景

第1回 「美しいカキを作るための動きの研究」
　　　　水産科学研究院　助教　富安　信

第2回 「ウニは海のやんちゃ坊主だけど魅力的なヤツ」
　　　　水産科学研究院　准教授　浦　和寛

第3回 「カレイ類ソウハチの資源量変動」
　　　　水産科学研究院　教授　髙津哲也

第4回 「ヤドカリ入門：貝殻に潜む“駆け引き”上手たち」
　　　　水産科学研究院　助教　石原千晶

第5回 「小さなプランクトンの大きな役割」
　　　　水産科学研究院　准教授　山口　篤

各回の講演題目と講師

　水産学部では、8月1日（火）に函館
港で附属練習船「おしょろ丸」北極航
海の帰港式が行われました。
　5年ぶりとなった今回の北極航海で
は、本学水産学部及び水産科学院の学
生や、大学間交流協定を締結している
アラスカ大学フェアバンクス校など国
内外の大学院生が乗船しました。
　また、本航海では文部科学省北極域
研究加速プロジェクト（ArCS II）の
重点課題①人材育成・研究力強化の取
り組みとして、全国の学部学生を対象
とした公開実習を実施しており、公募
により選ばれた国立・私立大学から文
系学部所属を含む10名の学生も乗船し
ました。
　さらに、ArCS IIに参加する学内外

の研究員を含め、総勢46名が55日間の
航海に参加しました。
　おしょろ丸は6月8日（木）に函館港
を出港し、途中、米国アラスカ州のノ
ームに2回寄港しながら、北極海の北
緯70°付近（チュクチ海）まで航行
し、函館への帰路については概ね好天
に恵まれ、予定より2日早い帰港とな
りました。
　航海中、学生は北太平洋－ベーリン
グ海－北極海のフィールドで、海洋観
測、サンプル採集、飼育実験、目視観
測など自然科学系の海洋観測を行うと
ともに、船内では講師から北極圏の歴
史や文化に関する講義を受け、多面的
に北極圏の知識と諸問題を学びまし
た。

　帰港式では、学部を代表し評議員で
ある藤森康澄教授から「この航海がみ
なさんの新たな知識の発見の一助とな
り、また、学生の皆さんにとっての今
後の成長の糧となることを期待してお
ります」と挨拶がありました。次い
で、学生代表として水産学部4年の寺﨑
二千夏氏が「この航海は私の人生で最
も充実した時間でした。今となっては
船を降りるのがとても寂しいです。こ
の航海で得た学びを無駄にしないよ
う、これからの研究生活に向き合って
いきたいと思います」と挨拶し、出迎
えた友人、家族、教職員らから拍手が
起こりました。

（水産科学院・水産科学研究院・水産学部）

水産学部附属練習船「おしょろ丸」北極航海から帰港

学生代表挨拶を務めた寺﨑氏挨拶を述べる藤森教授

北極海で流れ氷を採取関係者による集合写真
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部局ニュース

　水産学部では7月1日（土）から8月
19日（土）までの期間で、公開講座
「海をまるごとサイエンス！」（全5
回）を開講しました。本講座は今年で
37回目の開催となりました。函館キャ
ンパス内講義棟を会場として、対面及
びオンラインで同時開催し、昨年度と
比べ30名程多い延べ472名の方に受講
いただきました。
　本講座では、海洋に関する幅広いテ
ーマを一般の方々に紹介し、海洋科学

の理解を深めることを目的としてお
り、今年度は、カキの成長に影響する
“動き”の研究、ウニ養殖の最新情報
や食品としての健康機能、噴火湾にお
けるソウハチの生態、ヤドカリの“駆
け引き”などの行動に関する研究、さ
らにプランクトンの役割や赤潮発生の
メカニズムなどについて、全5回の講
演を行いました。
　参加者は、各講演を興味深く傾聴す
るとともに、各回の講演後に設けた質

疑応答において講師との活発な意見交
換が行われ、海洋への興味を深めるだ
けでなく、環境保護や持続可能な資源
利用に関する意識を高める機会となり
ました。
　今後も、水産学部では、様々な形で
海洋科学の普及活動を展開していきま
す。

（水産科学院・水産科学研究院・水産学部）

令和5年度水産学部公開講座「海をまるごとサイエンス！」が終了

都木靖彰水産学部長による開講の挨拶 対面講義の受講風景

第1回 「美しいカキを作るための動きの研究」
　　　　水産科学研究院　助教　富安　信

第2回 「ウニは海のやんちゃ坊主だけど魅力的なヤツ」
　　　　水産科学研究院　准教授　浦　和寛

第3回 「カレイ類ソウハチの資源量変動」
　　　　水産科学研究院　教授　髙津哲也

第4回 「ヤドカリ入門：貝殻に潜む“駆け引き”上手たち」
　　　　水産科学研究院　助教　石原千晶

第5回 「小さなプランクトンの大きな役割」
　　　　水産科学研究院　准教授　山口　篤

各回の講演題目と講師

　水産学部では、8月1日（火）に函館
港で附属練習船「おしょろ丸」北極航
海の帰港式が行われました。
　5年ぶりとなった今回の北極航海で
は、本学水産学部及び水産科学院の学
生や、大学間交流協定を締結している
アラスカ大学フェアバンクス校など国
内外の大学院生が乗船しました。
　また、本航海では文部科学省北極域
研究加速プロジェクト（ArCS II）の
重点課題①人材育成・研究力強化の取
り組みとして、全国の学部学生を対象
とした公開実習を実施しており、公募
により選ばれた国立・私立大学から文
系学部所属を含む10名の学生も乗船し
ました。
　さらに、ArCS IIに参加する学内外

の研究員を含め、総勢46名が55日間の
航海に参加しました。
　おしょろ丸は6月8日（木）に函館港
を出港し、途中、米国アラスカ州のノ
ームに2回寄港しながら、北極海の北
緯70°付近（チュクチ海）まで航行
し、函館への帰路については概ね好天
に恵まれ、予定より2日早い帰港とな
りました。
　航海中、学生は北太平洋－ベーリン
グ海－北極海のフィールドで、海洋観
測、サンプル採集、飼育実験、目視観
測など自然科学系の海洋観測を行うと
ともに、船内では講師から北極圏の歴
史や文化に関する講義を受け、多面的
に北極圏の知識と諸問題を学びまし
た。

　帰港式では、学部を代表し評議員で
ある藤森康澄教授から「この航海がみ
なさんの新たな知識の発見の一助とな
り、また、学生の皆さんにとっての今
後の成長の糧となることを期待してお
ります」と挨拶がありました。次い
で、学生代表として水産学部4年の寺﨑
二千夏氏が「この航海は私の人生で最
も充実した時間でした。今となっては
船を降りるのがとても寂しいです。こ
の航海で得た学びを無駄にしないよ
う、これからの研究生活に向き合って
いきたいと思います」と挨拶し、出迎
えた友人、家族、教職員らから拍手が
起こりました。

（水産科学院・水産科学研究院・水産学部）

水産学部附属練習船「おしょろ丸」北極航海から帰港

学生代表挨拶を務めた寺﨑氏挨拶を述べる藤森教授

北極海で流れ氷を採取関係者による集合写真
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部局ニュース

　附属図書館では6月30日（金）、7月
4日（火）に文献管理・共有ツール
「Mendeley（メンデレー）」オンライ
ン講習会を、エルゼビア・ジャパン株
式会社のインストラクターを講師とし
て開催しました。
　Mendeleyは、学術文献の管理とオ
ンラインでの情報共有を目的とした無
料の文献管理ツールで、多数の文献管
理を必要とする学生や教員からも注目
されています。
　講習会は、はじめてMendeleyを使

う学生やパソコンの操作が苦手な学生
にも気軽に参加してもらえるように、
講師の説明のもと各自のパソコンに
Mendeleyをセットアップすることから
始まり、文献情報の取り込みや管理と
いったMendeleyの基本的な使い方を
受講者自身で操作しながら学習しまし
た。講習会の後半ではMendeley上で
のグループ機能の使い方や、Word上で
の引用文献リストの作成など、実際の
論文執筆に役立つMendeleyの応用的
な機能についても説明がありました。

　開催後のアンケートでは、「非常に
役に立った」「役に立った」の回答が
合わせて100％となりました。受講者
から「実際の操作の際の説明が分かり
やすかった」「Mendeleyの使い方が
理解できた」といったコメントも寄せ
られており、多くの受講者に満足して
もらえる結果となりました。

（附属図書館）

附属図書館で Mendeleyオンライン講習会を開催

開催告知ポスター

　北方生物圏フィールド科学センター
苫小牧研究林において、7月24日（月）
～28日（金）の5日間にわたり、地球
環境の激変を防ぎ、学術的な観点から
対策を探るプロジェクト「デジタルバ
イオスフェア」（学術変革A）の一環
として、地球温暖化の原因となる二酸
化炭素を吸収する森林の生態系プロセ
スに関するデータを集めるキャンペー
ン観測が行われました。本プロジェク
トは、令和3年度から5年間の環境変化
に対する生物の動きを見極めるため
に、高精度な予測を可能にするシミュ
レーション・モデルを構築することを
目指しています。毎年1回、新たな知

見を得る目的で研究者らが集まって網
羅的な観測を行っており、今年は森林
で、広大で地形の起伏が少ない研究環
境を有し、空港からアクセスが良い苫
小牧研究林が選ばれました。
　今回は、東京大学、京都大学、東北
大学、国立環境研究所、JAXA（宇宙
航空研究開発機構）など約20機関の環
境科学、生態学、土壌学、海洋学、気
象学、観測工学などを専門とする研究
者が参加し、学生を合わせて総勢80人
が集まりました。観測は、ドローン
（小型無人飛行機）を飛行させ、人の
立ち入れない場所にある森林の光合成
による吸収速度を測定したり、重機を

用いてミズナラ成木（高さ15m）を根
から掘り出して、葉、枝、幹、根とい
った部位に分けて炭素量を測定するな
ど、第一線で活躍中の研究者らの各々
の視点から土壌や植物の様々な炭素量
の調査が行われました。その研究代表
者である東京大学大学院農学生命科学
研究科の伊藤昭彦教授は「精度の高い
モデルを開発し、地球環境の激変を防
ぐための政策に生かしたい」と意気込
みを語っています。

（北方生物圏フィールド科学センター）

苫小牧研究林で森林炭素量を網羅的に調査するキャンペーン観測を実施

重機を用いてミズナラ成木（高さ15m）を根から掘り出している様子
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部局ニュース

　附属図書館では6月30日（金）、7月
4日（火）に文献管理・共有ツール
「Mendeley（メンデレー）」オンライ
ン講習会を、エルゼビア・ジャパン株
式会社のインストラクターを講師とし
て開催しました。
　Mendeleyは、学術文献の管理とオ
ンラインでの情報共有を目的とした無
料の文献管理ツールで、多数の文献管
理を必要とする学生や教員からも注目
されています。
　講習会は、はじめてMendeleyを使

う学生やパソコンの操作が苦手な学生
にも気軽に参加してもらえるように、
講師の説明のもと各自のパソコンに
Mendeleyをセットアップすることから
始まり、文献情報の取り込みや管理と
いったMendeleyの基本的な使い方を
受講者自身で操作しながら学習しまし
た。講習会の後半ではMendeley上で
のグループ機能の使い方や、Word上で
の引用文献リストの作成など、実際の
論文執筆に役立つMendeleyの応用的
な機能についても説明がありました。

　開催後のアンケートでは、「非常に
役に立った」「役に立った」の回答が
合わせて100％となりました。受講者
から「実際の操作の際の説明が分かり
やすかった」「Mendeleyの使い方が
理解できた」といったコメントも寄せ
られており、多くの受講者に満足して
もらえる結果となりました。

（附属図書館）

附属図書館で Mendeleyオンライン講習会を開催

開催告知ポスター

　北方生物圏フィールド科学センター
苫小牧研究林において、7月24日（月）
～28日（金）の5日間にわたり、地球
環境の激変を防ぎ、学術的な観点から
対策を探るプロジェクト「デジタルバ
イオスフェア」（学術変革A）の一環
として、地球温暖化の原因となる二酸
化炭素を吸収する森林の生態系プロセ
スに関するデータを集めるキャンペー
ン観測が行われました。本プロジェク
トは、令和3年度から5年間の環境変化
に対する生物の動きを見極めるため
に、高精度な予測を可能にするシミュ
レーション・モデルを構築することを
目指しています。毎年1回、新たな知

見を得る目的で研究者らが集まって網
羅的な観測を行っており、今年は森林
で、広大で地形の起伏が少ない研究環
境を有し、空港からアクセスが良い苫
小牧研究林が選ばれました。
　今回は、東京大学、京都大学、東北
大学、国立環境研究所、JAXA（宇宙
航空研究開発機構）など約20機関の環
境科学、生態学、土壌学、海洋学、気
象学、観測工学などを専門とする研究
者が参加し、学生を合わせて総勢80人
が集まりました。観測は、ドローン
（小型無人飛行機）を飛行させ、人の
立ち入れない場所にある森林の光合成
による吸収速度を測定したり、重機を

用いてミズナラ成木（高さ15m）を根
から掘り出して、葉、枝、幹、根とい
った部位に分けて炭素量を測定するな
ど、第一線で活躍中の研究者らの各々
の視点から土壌や植物の様々な炭素量
の調査が行われました。その研究代表
者である東京大学大学院農学生命科学
研究科の伊藤昭彦教授は「精度の高い
モデルを開発し、地球環境の激変を防
ぐための政策に生かしたい」と意気込
みを語っています。

（北方生物圏フィールド科学センター）

苫小牧研究林で森林炭素量を網羅的に調査するキャンペーン観測を実施

重機を用いてミズナラ成木（高さ15m）を根から掘り出している様子
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部局ニュース

　7月29日（土）に、北方生物圏フィー
ルド科学センター・耕地圏ステーショ
ン・生物生産研究農場で、ひらめき☆
ときめきサイエンス～ようこそ大学の
研究室へ～「体験！ベリー研究の最前
線“君も育種家になろう！”」（代表
者：北方生物圏フィールド科学センタ
ー星野洋一郎教授）を開催しました。
中野有紗特任助教（アンビシャス特別
助教）、研究協力事務担当者、6名の大
学院生が運営に加わり、16名の中学生
を迎えました。
　このプログラムは、科学研究費助成
事業の成果をもとに、科学の面白さを
感じてもらえるように企画し、日本学
術振興会からの支援を受けて行いまし
た。体験を重視し、北大農場を散策し
ながら実際の作物に触れ、果実を味わ
いながら、品種改良の基礎を学ぶ内容
となっています。午前は、ハスカッ
プ、ラズベリー、ブラックベリー、ブ
ルーベリー、カシス、シーベリーなど
を紹介し、多様なベリーの魅力に触れ

てもらいました。その後、植物の交配
実験を行いました。中野特任助教の指
導により、花の構造を理解しながら、
雌しべの先端、柱頭に花粉をつける操
作を習いました。専用のピンセットを
使い、皆さん集中して取り組んでいま
した。
　午後は、4グループに分かれて、次
の4つの実験を行いました。
「生きた花粉が伸びる様子を捉えよ
う」：顕微鏡で培養液中の花粉管が伸
びる様子を観察しました。実際に花粉
管の長さを測定し、4グループでデー
タを集めました。このデータから、花
粉管が伸びる速度を計算することを宿
題としました。
「パラピン紙で交配袋を作ろう」：目
的以外の花粉が雌しべに付かないよう
にするための袋を作製しました。夏休
み中の自主課題に使ってもらうために
自作した交配袋は持ち帰ってもらいま
した。
「果実の糖度とpHを測ってみよう」：

測定機器を操作して、農場で収穫した
ベリー類の糖度とpHの測定を行いま
した。味比べをしながら、糖度と酸度
の関係を議論しました。
「シーベリーのタネを採ろう」：シー
ベリーの枝から果実を獲り、茶こしを
使って種子を取り出す方法を体験しま
した。採れた種子は持ち帰って、各自
でタネまきをして育ててもらう予定で
す。
　この4つの実験は、今回運営に携わ
った6人の大学院生が中心となって行
いました。そのうち5名は留学生であ
り、英語を交えた説明に参加者の皆さ
んも楽しみながらついてきてくれまし
た。大学での研究の雰囲気や楽しさが
伝われば嬉しく思います。参加者の皆
さん、ありがとうございました。そし
て、企画を支えていただきました事務
担当者、スタッフにも深く感謝いたし
ます。

（北方生物圏フィールド科学センター）

北方生物圏フィールド科学センターで
「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～」
「体験！ベリー研究の最前線"君も育種家になろう！"」を開催

中野特任助教による交配実験の説明
（集中して複雑な手順を確認中）

北大農場で様々なベリーを探索
（ラズベリーとブラックベリーを比較中）

顕微鏡観察による花粉管伸長の観察
（大学院生と議論）

大学院生よる実験の説明
（シーベリーのタネ採りと糖度測定）

　8月6日（日）、北方生物圏フィールド
科学センター和歌山研究林において、
公開講座「親子木工教室」が開催され
ました。本催しは夏休み期間中の地域
向けイベントとして、小学生とその保
護者を対象に、木を使った工作を通じ
て家族同士の交流を応援するととも
に、古くから続く木材利用の文化に親
しんでもらう目的で実施されているも
のです。

　今回は和歌山研究林から産出された
無垢材（接着剤などを使用せず、天然
の材料からそのまま切り出された木
材）を使ったマイ箸作りを企画し、古
座川町や串本町などから小学生・保護
者併せて7組19名にご参加いただきま
した。当日はあいにくの雨天で高温・
多湿となったにも関わらず終始盛況な
賑わいを見せ、参加者には硬さや色合
いのほか、分布や生育にまつわる歴史

的背景などが異なる全10種類の木材か
ら1種類を選んだのち、研究林スタッ
フのサポートを受けながら根気よく材
料を削り出し、思い思いの形状に整え
られたマイ箸を仕上げてもらうことが
できました。

（北方生物圏フィールド科学センター）

和歌山研究林で「親子木工教室」を開催

完成したマイ箸選んだ材料を箸の形に削り出している様子
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部局ニュース

　7月29日（土）に、北方生物圏フィー
ルド科学センター・耕地圏ステーショ
ン・生物生産研究農場で、ひらめき☆
ときめきサイエンス～ようこそ大学の
研究室へ～「体験！ベリー研究の最前
線“君も育種家になろう！”」（代表
者：北方生物圏フィールド科学センタ
ー星野洋一郎教授）を開催しました。
中野有紗特任助教（アンビシャス特別
助教）、研究協力事務担当者、6名の大
学院生が運営に加わり、16名の中学生
を迎えました。
　このプログラムは、科学研究費助成
事業の成果をもとに、科学の面白さを
感じてもらえるように企画し、日本学
術振興会からの支援を受けて行いまし
た。体験を重視し、北大農場を散策し
ながら実際の作物に触れ、果実を味わ
いながら、品種改良の基礎を学ぶ内容
となっています。午前は、ハスカッ
プ、ラズベリー、ブラックベリー、ブ
ルーベリー、カシス、シーベリーなど
を紹介し、多様なベリーの魅力に触れ

てもらいました。その後、植物の交配
実験を行いました。中野特任助教の指
導により、花の構造を理解しながら、
雌しべの先端、柱頭に花粉をつける操
作を習いました。専用のピンセットを
使い、皆さん集中して取り組んでいま
した。
　午後は、4グループに分かれて、次
の4つの実験を行いました。
「生きた花粉が伸びる様子を捉えよ
う」：顕微鏡で培養液中の花粉管が伸
びる様子を観察しました。実際に花粉
管の長さを測定し、4グループでデー
タを集めました。このデータから、花
粉管が伸びる速度を計算することを宿
題としました。
「パラピン紙で交配袋を作ろう」：目
的以外の花粉が雌しべに付かないよう
にするための袋を作製しました。夏休
み中の自主課題に使ってもらうために
自作した交配袋は持ち帰ってもらいま
した。
「果実の糖度とpHを測ってみよう」：

測定機器を操作して、農場で収穫した
ベリー類の糖度とpHの測定を行いま
した。味比べをしながら、糖度と酸度
の関係を議論しました。
「シーベリーのタネを採ろう」：シー
ベリーの枝から果実を獲り、茶こしを
使って種子を取り出す方法を体験しま
した。採れた種子は持ち帰って、各自
でタネまきをして育ててもらう予定で
す。
　この4つの実験は、今回運営に携わ
った6人の大学院生が中心となって行
いました。そのうち5名は留学生であ
り、英語を交えた説明に参加者の皆さ
んも楽しみながらついてきてくれまし
た。大学での研究の雰囲気や楽しさが
伝われば嬉しく思います。参加者の皆
さん、ありがとうございました。そし
て、企画を支えていただきました事務
担当者、スタッフにも深く感謝いたし
ます。

（北方生物圏フィールド科学センター）

北方生物圏フィールド科学センターで
「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～」
「体験！ベリー研究の最前線"君も育種家になろう！"」を開催

中野特任助教による交配実験の説明
（集中して複雑な手順を確認中）

北大農場で様々なベリーを探索
（ラズベリーとブラックベリーを比較中）

顕微鏡観察による花粉管伸長の観察
（大学院生と議論）

大学院生よる実験の説明
（シーベリーのタネ採りと糖度測定）

　8月6日（日）、北方生物圏フィールド
科学センター和歌山研究林において、
公開講座「親子木工教室」が開催され
ました。本催しは夏休み期間中の地域
向けイベントとして、小学生とその保
護者を対象に、木を使った工作を通じ
て家族同士の交流を応援するととも
に、古くから続く木材利用の文化に親
しんでもらう目的で実施されているも
のです。

　今回は和歌山研究林から産出された
無垢材（接着剤などを使用せず、天然
の材料からそのまま切り出された木
材）を使ったマイ箸作りを企画し、古
座川町や串本町などから小学生・保護
者併せて7組19名にご参加いただきま
した。当日はあいにくの雨天で高温・
多湿となったにも関わらず終始盛況な
賑わいを見せ、参加者には硬さや色合
いのほか、分布や生育にまつわる歴史

的背景などが異なる全10種類の木材か
ら1種類を選んだのち、研究林スタッ
フのサポートを受けながら根気よく材
料を削り出し、思い思いの形状に整え
られたマイ箸を仕上げてもらうことが
できました。

（北方生物圏フィールド科学センター）

和歌山研究林で「親子木工教室」を開催

完成したマイ箸選んだ材料を箸の形に削り出している様子



北大時報  No.834／令和5年（2023年）9月38

部局ニュース

　スラブ・ユーラシア研究センター
は、8月24日（木）～25日（金）に、
JCREES（日本ロシア・東欧研究連絡
協議会）との共催で「スラブ・ユーラ
シア研究サマースクール」を開催しま
した。スラブ・ユーラシア地域の研究
を志す学生を増やし、学生が学際的な
研究を行えるよう支援・奨励すること
を目的としています。
　財源としては、JCREESの資金に加
えて、百瀬　宏氏（津田塾大学・広島
市立大学名誉教授、1969年～1971年ス
ラブ・ユーラシア研究センターの前身
である法学部附属スラブ研究施設長）
から本センターへの寄附を利用して行
われました。百瀬氏からのご寄附は
2020年に寄せられたもので、本センタ
ーでは「百瀬基金」を設立し、若手研
究者を支援する百瀬フェローシップな
どに活用しています。なお、JCREES

は、ロシア・東欧学会、日本ロシア文
学会、ロシア史研究会、比較経済体制
学会、日本スラヴ学研究会の5学会で
構成される組織で、本センターが事務
局を務めています。
　本サマースクールの参加学生は、全
国の大学から公募で選ばれた21名で、
内訳は学部3～4年生が11名、修士課程
院生が6名、博士課程院生が4名でし
た。本サマースクールははじめて全面
対面で実施されました。
　サマースクールでは、JCREESを構
成する5学会から各1名の講師が派遣さ
れ、これに本センターの特任助教1名
を加えた計6名の講師がスラブ・ユー
ラシア地域に関わる文学、文化人類
学、デザイン学、考古学、経済学、歴
史学の観点から講義を行いました。　
　また、学生同士の交流や講師・教員
との交流を目的に、学生1人1人が研究

発表を行いました。講義や発表では、
学生から多くの質問があり、活発な意
見交換が行われました。一部の院生
は、滞在を延長してスラブ・ユーラシ
ア地域研究の蔵書が充実している附属
図書館と本センター図書室で資料収集
を行いました。
　参加学生は自分の専門以外の講義を
受けたり、自分の研究分野に近い講
師・教員からコメントを得たりして、
コロナ禍後の札幌で有意義な時間を過
ごしたように見受けられました。ま
た、同世代の学生との交流からも大き
な刺激を受けたようでした。
　このようなサマースクールは一昨
年、昨年に続いて3回目となりまし
た。来年以降の継続も検討していく予
定です。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

スラブ・ユーラシア研究センターがサマースクールを開催

参加学生による発表本センター村上智見特任助教による講義

　8月17日（木）、大学文書館では、吉
﨑十七（元予科教授、文学部助手）及
び原田正由（農学部畜産学科1956年卒
業）の旧蔵資料を合計31点、吉田聖子
様よりご寄贈いただきました。吉﨑十
七は吉田様の大伯父にあたり、原田正
由はご尊父です。
　吉﨑十七は、1922（大正11）年から
1950（昭和25）年3月まで、北海道帝
国大学及び北海道大学（旧制）が付設
した予科において、ドイツ語の講師・
教授として教鞭をとりました。その
後、文学部に籍を置き、一般教養部
（1957年教養部と改称）のドイツ語科
目の講義を担当し、1959年3月に退職
しました。

　今回、ご寄贈いただいた吉﨑十七の
旧蔵資料は、出身校の小樽中学校での
卒業証書や作文帳、勤務先の予科での
生徒や同僚との写真のほか、永年勤続
の表彰状や勲記などです。
　予科教室の前で予科の同僚と共に
1930～1940年代に撮影された写真に
は、ドイツ語を担当した東　新教授
（1923～1944年在職）や、H.ヘッカー
（Hermann Hecker、1930～1965年在
職）の姿が確認できます。
　一方、原田正由は、北海道函館東高
等学校を卒業後、1952年に本学に入学
し、一般教養部（理類）を経て、農学
部畜産学科を1956年に卒業しました。
　今回、ご寄贈いただいた原田正由の

旧蔵資料は、受験証票、入学許可書、
学業成績表、卒業証書、写真アルバム
などです。
　写真アルバムには、大学構内風景、
牧場での実習などの写真が貼付されて
います。入学直後の1952年4月に撮影
した写真では、農学部本館を背景に、
ポプラ並木を散策する角帽・学生服姿
の原田正由が写っています。
　今後、ご寄贈いただいた資料は、大
学文書館において大切に保管し、展示
や利用等を通じて広く紹介して参りま
す。

（大学文書館）

吉﨑十七・原田正由旧蔵資料を大学文書館で受贈

ポプラ並木を散策する原田正由予科の教官たち（1930～1940年代）
吉﨑十七（後列左端）、H.ヘッカー（後列左2番目）、東新（前列左端）
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部局ニュース

　スラブ・ユーラシア研究センター
は、8月24日（木）～25日（金）に、
JCREES（日本ロシア・東欧研究連絡
協議会）との共催で「スラブ・ユーラ
シア研究サマースクール」を開催しま
した。スラブ・ユーラシア地域の研究
を志す学生を増やし、学生が学際的な
研究を行えるよう支援・奨励すること
を目的としています。
　財源としては、JCREESの資金に加
えて、百瀬　宏氏（津田塾大学・広島
市立大学名誉教授、1969年～1971年ス
ラブ・ユーラシア研究センターの前身
である法学部附属スラブ研究施設長）
から本センターへの寄附を利用して行
われました。百瀬氏からのご寄附は
2020年に寄せられたもので、本センタ
ーでは「百瀬基金」を設立し、若手研
究者を支援する百瀬フェローシップな
どに活用しています。なお、JCREES

は、ロシア・東欧学会、日本ロシア文
学会、ロシア史研究会、比較経済体制
学会、日本スラヴ学研究会の5学会で
構成される組織で、本センターが事務
局を務めています。
　本サマースクールの参加学生は、全
国の大学から公募で選ばれた21名で、
内訳は学部3～4年生が11名、修士課程
院生が6名、博士課程院生が4名でし
た。本サマースクールははじめて全面
対面で実施されました。
　サマースクールでは、JCREESを構
成する5学会から各1名の講師が派遣さ
れ、これに本センターの特任助教1名
を加えた計6名の講師がスラブ・ユー
ラシア地域に関わる文学、文化人類
学、デザイン学、考古学、経済学、歴
史学の観点から講義を行いました。　
　また、学生同士の交流や講師・教員
との交流を目的に、学生1人1人が研究

発表を行いました。講義や発表では、
学生から多くの質問があり、活発な意
見交換が行われました。一部の院生
は、滞在を延長してスラブ・ユーラシ
ア地域研究の蔵書が充実している附属
図書館と本センター図書室で資料収集
を行いました。
　参加学生は自分の専門以外の講義を
受けたり、自分の研究分野に近い講
師・教員からコメントを得たりして、
コロナ禍後の札幌で有意義な時間を過
ごしたように見受けられました。ま
た、同世代の学生との交流からも大き
な刺激を受けたようでした。
　このようなサマースクールは一昨
年、昨年に続いて3回目となりまし
た。来年以降の継続も検討していく予
定です。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

スラブ・ユーラシア研究センターがサマースクールを開催

参加学生による発表本センター村上智見特任助教による講義

　8月17日（木）、大学文書館では、吉
﨑十七（元予科教授、文学部助手）及
び原田正由（農学部畜産学科1956年卒
業）の旧蔵資料を合計31点、吉田聖子
様よりご寄贈いただきました。吉﨑十
七は吉田様の大伯父にあたり、原田正
由はご尊父です。
　吉﨑十七は、1922（大正11）年から
1950（昭和25）年3月まで、北海道帝
国大学及び北海道大学（旧制）が付設
した予科において、ドイツ語の講師・
教授として教鞭をとりました。その
後、文学部に籍を置き、一般教養部
（1957年教養部と改称）のドイツ語科
目の講義を担当し、1959年3月に退職
しました。

　今回、ご寄贈いただいた吉﨑十七の
旧蔵資料は、出身校の小樽中学校での
卒業証書や作文帳、勤務先の予科での
生徒や同僚との写真のほか、永年勤続
の表彰状や勲記などです。
　予科教室の前で予科の同僚と共に
1930～1940年代に撮影された写真に
は、ドイツ語を担当した東　新教授
（1923～1944年在職）や、H.ヘッカー
（Hermann Hecker、1930～1965年在
職）の姿が確認できます。
　一方、原田正由は、北海道函館東高
等学校を卒業後、1952年に本学に入学
し、一般教養部（理類）を経て、農学
部畜産学科を1956年に卒業しました。
　今回、ご寄贈いただいた原田正由の

旧蔵資料は、受験証票、入学許可書、
学業成績表、卒業証書、写真アルバム
などです。
　写真アルバムには、大学構内風景、
牧場での実習などの写真が貼付されて
います。入学直後の1952年4月に撮影
した写真では、農学部本館を背景に、
ポプラ並木を散策する角帽・学生服姿
の原田正由が写っています。
　今後、ご寄贈いただいた資料は、大
学文書館において大切に保管し、展示
や利用等を通じて広く紹介して参りま
す。

（大学文書館）

吉﨑十七・原田正由旧蔵資料を大学文書館で受贈

ポプラ並木を散策する原田正由予科の教官たち（1930～1940年代）
吉﨑十七（後列左端）、H.ヘッカー（後列左2番目）、東新（前列左端）
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オーバーライドして入力

小針　布実子
小野田　実由紀

品川　和絵
藤井　恵美子

角家　由紀子
溝端　小百合

柏原　麻美
尾﨑　麻美子

品川
藤井
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溝端
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尾﨑 順位勝・負
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1
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小針
小野田
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6－1
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6－1

6－1

6－1

6－0

6－1

6－3

0－6

6－4

令和5年度教職員テニス（ダブルス）大会の開催

　8月5日（土）に、教職員硬式庭球同好会主催により、教職員テニス（ダブルス）大会を開催しました。懸念された雨もな
んとか持ちこたえ、盛夏の熱気の中、総勢20名の参加者が、男女それぞれ5ペア総当たりのリーグ戦を戦いました。
　女子リーグ戦では、安定した試合運びで強さを発揮した坂本ゆう子（附属図書館事務部）・奥泉綾乃（工学系事務部）ペ
アが見事に優勝を果たしました。
　男子リーグ戦では、共に全勝同士で迎えた優勝決定戦を激戦の末に制した金川眞行（総務企画部）・酒井　広（総務企画
部）ペアが、念願の初優勝を果たしました。
　各試合の結果は次のとおりです。

（教職員硬式庭球同好会）

令和５年度教職員テニス（ダブルス）大会結果

【女子リーグ戦】

【男子リーグ戦】

浅野　泰寛
白井　和貴

宮崎　脩平
對木　文宏

清水　泰貴
稻葉　正思

金川　眞行
酒井　広

坂本　ゆう子
奥泉　綾乃

沖田　正彦
安達　孝徳

宮崎
對木

清水
稲葉

金川
酒井 順位勝・負

3

5
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1

2
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女子優勝：坂本（右）・奥泉（左）ペア

男子優勝：金川（右）・酒井（左）ペア

女子準優勝：品川（左）・藤井（右）ペア

男子準優勝：沖田（左）・安達（右）ペア
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　7月28日（金）～8月8日（火）にかけて学内バレーボール大会を第2体育館で開催しました。新型コロナウイルスの影響に
より4年ぶりの開催となりましたが、15チームが参加し、活気あふれる大会となりました。
　結果は以下のとおりです。決勝戦は両チームともに守りが堅く、ラリーが続く白熱した展開となりましたが、総務企画
部・国際部が低温研との接戦を制し、優勝を果たしました。
　北大職員バレー部では、学校開放を利用した練習（月1回程度）を行っています。興味がある方は、お近くの職員バレー
部員までお知らせください。

（職員排球部）

令和5年度　学内バレーボール大会

準優勝　低温研 第3位　学務部A 第4位　病院A

優勝　総務企画部・国際部
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レクリエーション
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令和5年度教職員テニス（ダブルス）大会の開催

　8月5日（土）に、教職員硬式庭球同好会主催により、教職員テニス（ダブルス）大会を開催しました。懸念された雨もな
んとか持ちこたえ、盛夏の熱気の中、総勢20名の参加者が、男女それぞれ5ペア総当たりのリーグ戦を戦いました。
　女子リーグ戦では、安定した試合運びで強さを発揮した坂本ゆう子（附属図書館事務部）・奥泉綾乃（工学系事務部）ペ
アが見事に優勝を果たしました。
　男子リーグ戦では、共に全勝同士で迎えた優勝決定戦を激戦の末に制した金川眞行（総務企画部）・酒井　広（総務企画
部）ペアが、念願の初優勝を果たしました。
　各試合の結果は次のとおりです。
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令和５年度教職員テニス（ダブルス）大会結果
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　7月28日（金）～8月8日（火）にかけて学内バレーボール大会を第2体育館で開催しました。新型コロナウイルスの影響に
より4年ぶりの開催となりましたが、15チームが参加し、活気あふれる大会となりました。
　結果は以下のとおりです。決勝戦は両チームともに守りが堅く、ラリーが続く白熱した展開となりましたが、総務企画
部・国際部が低温研との接戦を制し、優勝を果たしました。
　北大職員バレー部では、学校開放を利用した練習（月1回程度）を行っています。興味がある方は、お近くの職員バレー
部員までお知らせください。
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オーバーライドして入力

■人事

令和5年8月18日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
（転出）
金融庁 三　橋　葉　子 大学院経済学研究院教授

令和5年8月31日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
（任期満了）

【課長】
（辞職）

中　尾　文　子

津　山　謙　一

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

施設部施設整備課長

令和5年9月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年8月31日まで）

【教授】
大学院情報科学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

【課長】
施設部環境配慮促進課長（兼）施設部施設整備課長

杉　江　和　男

野　口　　　聡
中　山　隆　治

空　橋　博　幸

北海道大学校友会エルム会長

大学院情報科学研究院准教授
環境省

施設部環境配慮促進課長

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

済州大学校（大韓民国）　Eel-hwan Kim 総長

JICA　井倉 義伸 理事

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

5.8.2

5.8.28

5.8.2

5.8.28

来 訪 目 的

Eel-hwan Kim 済州大学校総長（中央） 井倉 義伸 JICA理事（中央）
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人事

新任教授紹介

令和5年9月1日付

公共政策学連携研究部
附属公共政策学研究センター教授に

中山　隆治　氏
じりゅうなかやま

生年月日
　昭和40年3月16日
最終学歴

信州大学大学院繊維学研究科修士課程修了（平成3年3月）
　農学修士（信州大学） 
専門分野
　環境政策・自然環境保全・観光地域デザイン

情報科学研究院教授に

システム情報科学部門
システム融合学分野

野口　　聡　氏
そうの ぐち

生年月日
　昭和47年1月19日
最終学歴

早稲田大学大学院理工学研究科博士後期課程修了（平成11年3月）
　博士（工学）（早稲田大学） 
専門分野
　超電導応用、電磁界数値解析手法、
　最適化設計・逆問題
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猛暑が落ち着き、初秋を迎えた今月のキャンパス風景は、附属図書館本館です。本学の附属図書館は蔵書数が全館合計で約
378万冊を超える国内有数の大学図書館です。ウェブサイトでは読みたい本を探せる蔵書検索も行っております。皆様も附
属図書館を利用して“読書の秋”を楽しむのはいかがでしょうか？

編 集 メ モ

 ● 9月から、本学公式クラウドファンディングプロジェクト
第4弾が新たに始まりました。

　詳細について気になる方は、QRコードからご覧ください！

北海道大学クラウドファンディング
https://readyfor.jp/pp/hokudai

 ● リテラポプリ最新号が発行 
広報誌「リテラポプリ」。9月に最新号Vol.71を発行しま
した。今回の特集は、「応える」をテーマに「ワクチン
研究開発拠点（IVReD）」、「北方生物圏フィールド科学

センター七飯淡水実験所」、を取り上げました。デジタ
ル版も掲載していますので、ぜひご覧ください。 
URL：https://www.hokudai.ac.jp/pr/publications/litterae.html
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